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(57)【要約】
プリコーディングを用いたマルチアンテナ送信のための
信号伝達の方法および装置を開示する。大きな差を有す
るプリコーダの位相が、大きいハミング距離を有するビ
ットシーケンスを用いて信号伝達されるという点で、プ
リコーダの位相情報は、エラー許容範囲の程度を与える
ビットシーケンスを用いて信号伝達することができる。
方法は、無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）において、所
望のプリコーダ位相値に対応する信号伝達ビットのシー
ケンスを表すプリコーディングインジケータ信号を受信
するステップと、信号伝達ビットのシーケンスを複数の
所定の信号伝達ビットのシーケンスと比較することによ
って、所望のプリコーダ位相値を取得するステップであ
って、所定の信号伝達シーケンスのペアは、互いに反対
であり、１８０度異なるプリコーダ位相値に対応する所
望のプリコーダ位相値を取得するステップと、複数のア
ンテナを介して送信されるＷＴＲＵのアップリンク信号
のストリームに重み値のセットを追加するステップであ
って、重み値のセットは、所望のプリコーダ位相値に等
しい位相差を有する、重み値のセットを追加するステッ
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）において、所望のプリコーダ位相値に対応する、信号
伝達ビットのシーケンスを表すプリコーディングインジケータ信号を受信するステップと
、
　信号伝達ビットの前記シーケンスを、信号伝達ビットの複数の所定のシーケンスと比較
することによって、前記所望のプリコーダ位相値を取得するステップであって、信号伝達
ビットの所定のシーケンスのペアは、互いに反対であり、および信号伝達ビットの複数の
所定のシーケンスは、１８０度差で異なるプリコーダ位相値に対応する、ステップと、
　重み値のセットを、複数のアンテナを介して送信されるＷＴＲＵアップリンク信号スト
リームに適用するステップであって、重み値の前記セットは、前記所望のプリコーダ位相
値に等しい位相差を有する、ステップと
　を含むことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記プリコーディングインジケータ信号は、広帯域符号分割多重アクセス方式のダウン
リンク信号送信の部分チャネル上で運ばれることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　信号伝達ビットの前記シーケンスは、２つの情報ビットを表すことを特徴とする請求項
１に記載の方法。
【請求項４】
　信号伝達ビットの所定のシーケンスの前記ペア、および前記対応するプリコーダ位相値
は、以下のマッピング、
　シーケンス００：位相０度、
　シーケンス１１：位相１８０度、
　シーケンス０１：位相９０度、
　シーケンス１０：位相２７０度
　に従うことを特徴とする請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記プリコーディングインジケータ信号は、信号伝達ビットの前記シーケンスの変調さ
れたバージョンであることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）において、第１のプリコーダ位相値に対応する、信号
伝達ビットの第１のセットを表す第１のプリコーディングインジケータ信号を受信するス
テップと、
　重み値の第１のセットを、複数のアンテナを介して送信されるＷＴＲＵアップリンク信
号ストリームに追加するステップであって、重み値の前記第１のセットは、前記第１のプ
リコーダ位相値に等しい位相差を有する、ステップと、
　前記ＷＴＲＵにおいて、前記第１のプリコーダ位相値とは１８０度差で異なり、かつ信
号伝達ビットの前記第１のセットの反対である信号伝達ビットの第２のセットに対応する
、第２のプリコーダ位相値に対応する、信号伝達ビットの第２のセットを表す第２のプリ
コーディングインジケータ信号を受信するステップと、
　重み値の第２のセットをＷＴＲＵアップリンク信号ストリームに適用するステップであ
って、重み値の前記第２のセットは、前記第２のプリコーダ位相値に等しい位相差を有す
る、ステップと
　を含むことを特徴とする方法。
【請求項７】
　前記プリコーディングインジケータ信号は、広帯域符号分割多重アクセス方式のダウン
リンク信号送信の部分チャネル上で運ばれることを特徴とする請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　信号伝達ビットの前記第１のセットおよび信号伝達ビットの前記第２のセット、ならび
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にそれぞれの対応する第１および前記第２のプリコーダ位相値は、
　シーケンス００、位相０度、およびシーケンス１１、位相１８０度、
　または
　シーケンス０１、位相９０度、およびシーケンス１０、位相２７０度
　のいずれか一方であることを特徴とする請求項６に記載の方法。
【請求項９】
　プリコーディングインジケータ信号を受信し、かつ信号伝達ビットの対応するシーケン
スを復元するように構成される受信機と、
　信号伝達ビットの前記シーケンスを、信号伝達ビットの複数の所定のシーケンスと比較
することによって、所望のプリコーダ位相値を、信号伝達ビットの前記シーケンスから取
得するように構成されるコントロールチャネルプロセッサであって、信号伝達ビットの所
定のシーケンスのペアは、互いに反対であり、および信号伝達ビットの複数の所定のシー
ケンスは、１８０度差で異なるプリコーダ位相値に対応する、コントロールチャネルプロ
セッサと、
　重み値のセットを、複数のアンテナを介した送信に対するアップリンク信号ストリーム
に適用するように構成される送信機であって、重み値の前記セットは、前記所望のプリコ
ーダ位相値に等しい位相差を有する、送信機と
　を備えることを特徴とする無線送受信装置。
【請求項１０】
　メモリデバイスをさらに備え、信号伝達ビットの所定のシーケンスの前記ペア、および
前記対応するプリコーダ位相値は、以下のマッピング、
　シーケンス００：位相０度、
　シーケンス１１：位相１８０度、
　シーケンス０１：位相９０度、
　シーケンス１０：位相２７０度
　に従って記憶されることを特徴とする請求項９に記載の装置。
【請求項１１】
　前記コントロールチャネルプロセッサは、前記プリコーディングインジケータ信号を、
広帯域符号分割多重アクセス方式のダウンリンク信号送信の部分チャネルから復元するよ
うにさらに構成されることを特徴とする請求項９に記載の装置。
【請求項１２】
　無線送信受信ユニットのプリコーディング重みの間の位相オフセットを表す所望のプリ
コーダ位相を判定するように構成されるプロセッサと、
　前記所望のプリコーダ位相を、信号伝達ビットのシーケンスに変換するように構成され
るコントロールチャネルプロセッサであって、信号伝達ビットの前記シーケンスは、信号
伝達ビットの複数の所定のシーケンスから選択され、信号伝達ビットの所定のシーケンス
のペアは、互いに反対であり、および信号伝達ビットの複数の所定のシーケンスは、１８
０度差で異なるプリコーダ位相値に対応する、コントロールチャネルプロセッサと、
　プリコーディングインジケータ信号を、信号伝達ビットの前記シーケンスに応じて生成
するように構成される送信機と
　を備えることを特徴とする無線基地局装置。
【請求項１３】
　メモリデバイスをさらに備え、信号伝達ビットの所定のシーケンスの前記ペア、および
前記対応するプリコーダ位相値は、以下のマッピング、
　シーケンス００：位相０度、
　シーケンス１１：位相１８０度、
　シーケンス０１：位相９０度、
　シーケンス１０：位相２７０度
　に従って記憶されることを特徴とする請求項１２に記載の装置。
【請求項１４】
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　前記コントロールチャネルプロセッサは、信号伝達ビットの前記シーケンスを、広帯域
符号分割多重アクセス方式のダウンリンク信号の部分チャネルを介して送信するようにさ
らに構成されることを特徴とする請求項１２に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、プリコーディングを用いたマルチアンテナ送信のための信号伝達の方法およ
び装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　本出願は、（ｉ）２０１１年１月７日に出願した、「A METHOD FOR MULTI-MEDIA TRANS
MISSION SCHEMES WITH PRECODING」（代理人参照番号、ＩＤＣ－１０８８６ＵＳ０１）と
いう名称の米国（「ＵＳ」）特許仮出願第（「特許仮出願第」）６１／４３０，７５６号
明細書、（ｉｉ）２０１１年２月１１日に出願した、「A METHOD FOR MULTI-ANTENNA TRA
NSMISSION SCHEMES WITH PRECODING」（代理人参照番号、ＩＤＣ－１０９１４ＵＳ０１）
という名称のＵＳ特許仮出願第６１／４４１，７７０号明細書、（ｉｉｉ）２０１１年４
月２９日に出願した、「METHOD AND APPARATUS FOR SIGNALING FOR MULTI-ANTENNA TRANS
MISSION WITH PRECODING」（代理人参照番号、ＩＤＣ－１１０３０ＵＳ０１）という名称
の米国特許仮出願第６１／４８１，０７０号明細書、および（ｉｖ）２０１１年８月１１
日に出願した、「METHOD AND APPARATUS FOR SIGNALING FOR MULTI-ANTENNA TRANSMISSIO
N WITH PRECODFNG」（代理人参照番号、ＩＤＣ－１１１０８ＵＳ０１）という名称の米国
特許仮出願第６１／５２２，４５４号明細書の利益を主張するものであり、これらの出願
のそれぞれは、参照により本明細書に組み込まれる。
【０００３】
　新式の信号処理アルゴリズムを用いたマルチアンテナ送受信技法は、多入力多出力（Ｍ
ＩＭＯ）技術と呼ばれる場合もある。ＭＩＭＯは、複数の情報ストリームが同時に送信さ
れるプリコーディングされた空間多重化を含み得る。空間多重化は、チャネル状態が空間
多重化にとって好ましくないときにカバレッジ（ｃｏｖｅｒａｇｅ）を増大させるために
、ビームフォーミング（ｂｅａｍｆｏｒｍｉｎｇ）または送信ダイバーシチで増強するこ
とができる。チャネルに依存するプリコーディングについては、典型的には、受信機にお
けるパワーを最大化する「方向」に送信を分散させるように重みが選択される。
【発明の概要】
【０００４】
　プリコーディングを用いたマルチアンテナ送信のための信号伝達の方法および装置を開
示する。位相情報は、シンボルのエラーの影響を抑えるシンボルマッピングを用いて信号
伝達することができる。一方法では、無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）は、所望のプリコ
ーダの位相の値（以下、プリコーダ位相値）に対応する信号伝達ビットのシーケンスを表
すプリコーディングインジケータ信号（以下、プリコーディングインジケータ信号）を受
信する。このＷＴＲＵは、信号伝達ビットのシーケンスを複数の所定の信号伝達ビットの
シーケンスと比較することによって、所望のプリコーダ位相値を得る。所定の信号伝達ビ
ットのシーケンスのペアは、互いに反対であるように構成され、１８０度に設定され得る
最大の増分だけ異なるプリコーダ位相値に対応するようにマッピングすることができる。
ＷＴＲＵは、複数のアンテナを介して送信されるＷＴＲＵのアップリンク信号のストリー
ムに重み値のセットを加え、重み値のセットは所望のプリコーダ位相値に等しい位相差を
有する。プリコーディングインジケータ信号は、広帯域符号分割多重アクセス方式のダウ
ンリンク信号送信の部分チャネルで運ぶことができる。信号伝達ビットのシーケンスは、
長さが２つの情報ビットに相当し、２つの情報ビットは、ＢＰＳＫ変調が使用される場合
、２つのデータビットとして表わされ、またはＱＰＳＫ変調が使用される場合、４つのデ
ータビットとして表わされ得る。
【０００５】
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　振幅情報は、多入力／多出力の閉ループの送信ダイバーシチのために、位相情報とは異
なる速度で信号伝達されてもよい。ダウンリンク信号伝達、アップリンク信号伝達、また
はその両方が使用され得る。出力制御が、非プリコーディング個別物理制御チャネル（ｎ
ｏｎ－ｐｒｅｃｏｄｅｄ　Ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃ
ｈａｎｎｅｌ）のために実施され得る。
【図面の簡単な説明】
【０００６】
　より詳細な理解は、添付図面と併せて例によって与えられる後続の説明から得ることが
できる。
【図１Ａ】１つまたは複数の開示された実施形態を実施できる通信システムの一例の系統
図である。
【図１Ｂ】図１Ａに示す通信システム内で使用できる無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）の
一例の系統図である。
【図１Ｃ】図１Ａに示す通信システム内で使用できる無線アクセスネットワークの一例お
よびコアネットワークの一例の系統図である。
【図２】一定のパターンを伴う明示的コードブックと差分コードブックの組み合わせを用
いた２段の重み調整方法の一例を示す図である。
【図３】位相および振幅の信号伝達の一例の図である。
【図４】位相および振幅の信号伝達の一例の図である。
【図５】位相および振幅の信号伝達の一例の図である。
【図６】位相および振幅の信号伝達の一例の図である。
【図７】フラクショナルな個々の物理的なチャネルのようなチャネルのためのフレーム構
造の一例の図である。
【図８】プリコーディングの重みの振幅情報の信号伝達の一例を示す図である。
【図９】プリコーディングの重みの振幅情報の信号伝達の一例を示す図である。
【図１０】プリコーディングの重みの振幅情報の信号伝達の一例を示す図である。
【図１１】プリコーディングの重みの振幅情報の信号伝達の一例を示す図である。
【図１２】プリコーディングの重みの振幅情報の信号伝達の一例を示す図である。
【図１３Ａ】プリコーディングの重みの振幅情報の信号伝達の一例を示す図である。
【図１３Ｂ】プリコーディングの重みの振幅情報の信号伝達の一例を示す図である。
【図１４】チャネルコーディングチェーン（ｃｈａｎｎｅｌ　ｃｏｄｉｎｇ　ｃｈａｉｎ
）を用いた拡張された個別物理制御チャネルで重みの情報を信号伝達する一例を示す図で
ある。
【図１５】ランク情報を含む拡張された個別物理制御チャネルのエンコーディングチェー
ン（ｅｎｃｏｄｉｎｇ　ｃｈａｉｎ）の一例を示す図である。
【図１６】フラクショナルな個々の物理的なチャネルのフレーム構造の一例を示す図であ
る。
【図１７】スロットに時分割多重化で送信電力制御およびアップリンクプリコーディング
制御指示情報を通信する一例を示す図である。
【図１８】スロットに時分割多重化で送信電力制御およびアップリンクプリコーディング
制御指示情報を通信する一例を示す図である。
【図１９】隣接するスロットに重なるアップリンクプリコーディング制御指示情報を用い
るフラクショナルな個々の物理的なチャネルのスロットフォーマット（ｓｌｏｔ　ｆｏｒ
ｍａｔ）の一例を示す図である。
【図２０Ａ】プリコーダの重みを与える一方法を示す図である。
【図２０Ｂ】プリコーダの重みを与える一方法を示す図である。
【図２１】信号伝達間隔ごとに１つのＰＣＩのシンボルを送信し、ＤＴＸがサブフレーム
に入る方法を示す図である。
【図２２Ａ】３つの隣接したＦ－ＰＣＩＣＨのスロットにわたるＦ－ＰＣＩＣＨのリソー
スが、１つのＰＣＩのシンボルを送信するために使用される、ＰＣＩを送信する方法を示
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す図である。
【図２２Ｂ】Ｆ－ＰＣＩＣＨのリソースごとに１つのＰＣＩのシンボルが送信され、ＰＣ
Ｉが繰り返される、ＰＣＩを送信する方法を示す図である。
【図２３】ＱＰＳＫのコンステレーション再マッピングがある場合の１つの可能なコンス
テレーションマッピングのＰＣＩ送信を示す図である。
【図２４】コンステレーション再マッピングがない場合の１つの可能なコンステレーショ
ンマッピングのＰＣＩ送信を示す図である。
【図２５】再マッピングがない場合および再マッピングがある場合のＰＣＩエラー率（ま
たはシンボルエラー率）の観点での性能比較を示す図である。
【図２６】コンステレーション再マッピングを伴う３つの異なるスロットにわたるＰＣＩ
送信を示す図である。
【図２７】コンステレーション再マッピングを伴う１スロット内のＰＣＩ送信を示す図で
ある。
【発明を実施するための形態】
【０００７】
　図１Ａは、１つまたは複数の開示された実施形態が実施可能である通信システム１００
の一例の図である。通信システム１００は、複数の無線ユーザに音声、データ、映像、メ
ッセージ通信、放送等などのコンテンツを送るマルチプルアクセスシステム（ｍｕｌｔｉ
ｐｌｅ　ａｃｃｅｓｓ　ｓｙｓｔｅｍ）であり得る。通信システム１００は、複数の無線
ユーザが、無線帯域幅を含むシステムリソースの共有によってそのようなコンテンツにア
クセスすることを可能にすることができる。例えば、通信システム１００は、符号分割多
重接続（ＣＤＭＡ）、時分割多重接続（ＴＤＭＡ）、周波数分割多重接続（ＦＤＭＡ）、
直交ＦＤＭＡ（ＯＦＤＭＡ）、シングルキャリアＦＤＭＡ（ＳＣ－ＦＤＭＡ）等などの１
つまたは複数のチャネルにアクセスする方法を用いることができる。
【０００８】
　図１Ａに示すように、通信システム１００は、無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）１０２
ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄと、無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）１０４と、
コアネットワーク１０６と、公衆交換電話網（ＰＳＴＮ）１０８と、インターネット１１
０と、他のネットワーク１１２とを含み得るが、開示された実施形態は、任意の個数のＷ
ＴＲＵ、基地局、ネットワーク、および／またはネットワーク要素を予想することが理解
されよう。ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄの各々は、無線環境中で動
作および／または通信するように構成される任意のタイプのデバイスであり得る。例とし
て、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄは、無線信号を送信および／また
は受信するように構成することができ、ユーザ機器（ＵＥ）、移動局、固定または移動式
の加入者ユニット、紙ポケベル、携帯電話、携帯情報端末（ＰＤＡ）、スマートフォン、
ラップトップ、ネットブック、パーソナルコンピュータ、無線センサ、家庭用電化製品な
どが含まれ得る。
【０００９】
　通信システム１００は、基地局１１４ａおよび基地局１１４ｂを含むこともできる。基
地局１１４ａ、１１４ｂの各々は、コアネットワーク１０６、インターネット１１０、お
よび／またはネットワーク１１２などの１つまたは複数の通信ネットワークにアクセスす
るのを助けるために、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄのうちの少なく
とも１つと無線で接続するように構成される任意のタイプのデバイスであり得る。例とし
て、基地局１１４ａ、１１４ｂは、ベーストランシーバ基地局（ＢＴＳ）、ＮｏｄｅＢ、
ｅＮｏｄｅＢ、Ｈｏｍｅ　ＮｏｄｅＢ、Ｈｏｍｅ　ｅＮｏｄｅＢ、サイトコントローラ（
ｓｉｔｅ　ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｒ）、アクセスポイント（ＡＰ）、無線ルータ（ｗｉｒｅ
ｌｅｓｓ　ｒｏｕｔｅｒ）などであり得る。基地局１１４ａ、１１４ｂは、単一の要素と
してそれぞれ示されるが、基地局１１４ａ、１１４ｂは、任意の個数の相互接続された基
地局および／またはネットワーク要素を含んでもよいことが理解されよう。
【００１０】
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　基地局１１４ａは、ＲＡＮ１０４の一部であってもよく、ＲＡＮ１０４は、他の基地局
、および／または基地局コントローラ（ＢＳＣ）、無線ネットワークコントローラ（ＲＮ
Ｃ）、中継ノード等などネットワーク要素（図示せず）を含むこともできる。基地局１１
４ａおよび／または基地局１１４ｂは、セル（図示せず）と呼ばれる場合もある特定の地
理的地域内で、無線信号を送信および／または受信するように構成されてもよい。セルは
、セルセクタ（ｃｅｌｌ　ｓｅｃｔｏｒ）にさらに分割されてもよい。例えば、基地局１
１４ａに関連したセルは、３つのセクタに分割されてもよい。したがって、一実施形態で
は、基地局１１４ａは、３つの送受信機、すなわち、セルのセクタごとに１つを含んでも
よい。別の実施形態では、基地局１１４ａは、多重入出力（ＭＩＭＯ）技術を用いること
ができ、したがって、セルのセクタごとに複数の送受信機を利用することができる。
【００１１】
　基地局１１４ａ、１１４ｂは、任意の適切な無線通信リンク（例えば、高周波（ＲＦ）
、マイクロ波、赤外線（ＩＲ）、紫外線（ＵＶ）、可視光など）であり得るエアインタフ
ェース１１６を介して、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄの１つまたは
複数と通信することができる。エアインタフェース１１６は、任意の適切な無線アクセス
技術（ＲＡＴ）を用いて確立することができる。
【００１２】
　より具体的には、上述のように、通信システム１００は、マルチプルアクセスシステム
であってもよく、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、ＳＣ－ＦＤＭＡ等などの
１つまたは複数のチャネルアクセス方式を用いることができる。例えば、ＲＡＮ１０４に
おける基地局１１４ａ、およびＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃは、ユニバーサル
移動体通信システム（ＵＭＴＳ）地上無線アクセス（ＵＴＲＡ）などの無線技術を実施す
ることができ、これは、広帯域ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ（登録商標））を用いてエアインタ
フェース１１６を確立することができる。ＷＣＤＭＡは、高速パケットアクセス（ＨＳＰ
Ａ）、および／または進化型ＨＳＰＡ（Ｅｖｏｌｖｅｄ　ＨＳＰＡ）（ＨＳＰＡ＋）など
の通信プロトコルを含むことができる。ＨＳＰＡには、高速ダウンリンクパケットアクセ
ス（ＨＳＤＰＡ）、および／または高速アップリンクパケットアクセス（ＨＳＵＰＡ）が
含まれ得る。
【００１３】
　別の実施形態では、基地局１１４ａ、およびＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃは
、進化型ＵＭＴＳ地上無線アクセス（Ｅ－ＵＴＲＡ）などの無線技術を実施することがで
き、これは、ＬＴＥ（Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）を確立することができ
る、および／またはＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄ（ＬＴＥ－Ａ）を用いてエアインタフェー
ス１１６を確立することができる。
【００１４】
　他の実施形態では、基地局１１４ａ、およびＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃは
、ＩＥＥＥ８０２．１６（すなわち、ＷｉＭＡＸ（Ｗｏｒｌｄｗｉｄｅ　Ｉｎｔｅｒｏｐ
ｅｒａｂｉｌｉｔｙ　ｆｏｒ　Ｍｉｃｒｏｗａｖｅ　Ａｃｃｅｓｓ））、ＣＤＭＡ２００
０、ＣＤＭＡ２０００　ＩＸ、ＣＤＭＡ２０００　ＥＶ－ＤＯ、ＩＳ－２０００（Ｉｎｔ
ｅｒｉｍ　Ｓｔａｎｄａｒｄ　２０００）、ＩＳ－９５（Ｉｎｔｅｒｉｍ　Ｓｔａｎｄａ
ｒｄ　９５）、ＩＳ－８５６（Ｉｎｔｅｒｉｍ　Ｓｔａｎｄａｒｄ　８５６）、ＧＳＭ（
登録商標）（Ｇｌｏｂａｌ　Ｓｙｓｔｅｍ　ｆｏｒ　Ｍｏｂｉｌｅ　ｃｏｍｍｕｎｉｃａ
ｔｉｏｎｓ）、ＧＳＭ進化型高速データレート（ＥＤＧＥ）、ＧＳＭ　ＥＤＧＥ（ＧＥＲ
ＡＮ）等などの無線技術を実施することができる。
【００１５】
　図１Ａ中の基地局１１４ｂは、例えば、無線ルータ、Ｈｏｍｅ　ＮｏｄｅＢ、Ｈｏｍｅ
　ｅＮｏｄｅＢ、またはアクセスポイントであってもよく、ビジネス、家庭、車両、キャ
ンパス等の場所などの局所の範囲内での無線接続性を助けるために任意の適切なＲＡＴを
利用してもよい。一実施形態では、基地局１１４ｂ、およびＷＴＲＵ１０２ｃ、１０２ｄ
は、ＩＥＥＥ８０２．１１などの無線技術を実施して、無線ＬＡＮ（ＷＬＡＮ：ｗｉｒｅ
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ｌｅｓｓ　ｌｏｃａｌ　ａｒｅａ　ｎｅｔｗｏｒｋ）を確立することができる。別の実施
形態では、基地局１１４ｂ、およびＷＴＲＵ１０２ｃ、１０２ｄは、ＩＥＥＥ８０２．１
５などの無線技術を実施して、無線パーソナルエリアネットワーク（ＷＰＡＮ）を確立す
ることができる。さらに別の実施形態では、基地局１１４ｂ、およびＷＴＲＵ１０２ｃ、
１０２ｄは、携帯電話ベースのＲＡＴ（例えば、ＷＣＤＭＡ、ＣＤＭＡ２０００、ＧＳＭ
、ＬＴＥ、ＬＴＥ－Ａなど）を利用して、ピコセルまたはフェムトセルを確立することが
できる。図１Ａに示すように、基地局１１４ｂは、インターネット１１０への直接接続を
有してもよい。したがって、基地局１１４ｂは、コアネットワーク１０６を介してインタ
ーネット１１０にアクセスしなくてもよい。
【００１６】
　ＲＡＮ１０４は、コアネットワーク１０６と通信することができ、コアネットワーク１
０６は、インターネットプロトコル（ＶｏＩＰ）サービスを介してＷＴＲＵ１０２ａ、１
０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄの１つまたは複数に音声、データ、アプリケーション、およ
び／または音声を提供するように構成される任意のタイプのネットワークであり得る。例
えば、コアネットワーク１０６は、呼制御、請求処理サービス、モバイルロケーションベ
ースのサービス（ｍｏｂｉｌｅ　ｌｏｃａｔｉｏｎ－ｂａｓｅｄ）、プリペイド式通話、
インターネット接続性、映像分配などを提供することができ、および／またはユーザの認
証などの高レベルのセキュリティ機能を実行することができる。図１Ａに示されていない
が、ＲＡＮ１０４および／またはコアネットワーク１０６は、ＲＡＮ１０４と同じＲＡＴ
または異なるＲＡＴを用いる他のＲＡＮと直接または間接的に通信することができること
が理解されよう。例えば、Ｅ－ＵＴＲＡ無線技術を利用できるＲＡＮ１０４に接続される
ことに加えて、コアネットワーク１０６は、ＧＳＭ無線技術を用いる別のＲＡＮ（図示せ
ず）と通信することもできる。
【００１７】
　コアネットワーク１０６は、ＰＳＴＮ１０８、インターネット１１０、および／または
他のネットワーク１１２にアクセスするために、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ
、１０２ｄのためのゲートウェイとしての役割を果たすこともできる。ＰＳＴＮ１０８は
、基本的な電話サービス（ＰＯＴＳ：ｐｌａｉｎ　ｏｌｄ　ｔｅｌｅｐｈｏｎｅ　ｓｅｒ
ｖｉｃｅ）を提供する回線交換電話網を含んでもよい。インターネット１１０は、共通の
通信プロトコル、例えば、ＴＣＰ／ＩＰインターネットプロトコル一式におけるＴＣＰ（
ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　ｃｏｎｔｒｏｌ　ｐｒｏｔｏｃｏｌ）、ユーザデータグラム
プロトコル（ＵＤＰ）、およびインターネットプロトコル（ＩＰ）などを使用する相互接
続されたコンピュータネットおよびデバイスの地球規模のシステムを含んでもよい。ネッ
トワーク１１２は、他のサービスプロバイダによって所有および／または動作される有線
または無線の通信ネットワークを含んでもよい。例えば、ネットワーク１１２は、ＲＡＮ
１０４と同じＲＡＴまたは異なるＲＡＴを用い得る１つまたは複数のＲＡＮに接続された
別のコアネットワークを含んでもよい。
【００１８】
　通信システム１００におけるＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄの一部
または全部は、マルチモードの機能を含んでもよく、すなわち、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０
２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄは、異なる無線リンクを介して異なる無線ネットワークと通信
するための複数の送受信機を含んでもよい。例えば、図１Ａに示すＷＴＲＵ１０２ｃは、
携帯電話ベースの無線技術を用いることができる基地局１１４ａ、およびＩＥＥＥ８０２
無線技術を用いることができる基地局１１４ｂと通信するように構成されてもよい。
【００１９】
　図１Ｂは、ＷＴＲＵ１０２の一例の系統図である。図１Ｂに示すように、ＷＴＲＵ１０
２は、プロセッサ１１８と、送受信機１２０と、送受信要素１２２と、スピーカ／マイク
ロフォン１２４と、キーパッド１２６と、ディスプレイ／タッチパッド１２８と、非着脱
式メモリ１３０と、着脱式メモリ１３２と、電源１３４と、ＧＰＳ（ｇｌｏｂａｌ　ｐｏ
ｓｉｔｉｏｎｉｎｇ　ｓｙｓｔｅｍ）チップセット１３６と、他の周辺機器１３８とを含
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むことができる。ＷＴＲＵ１０２は、実施形態と一致したままでありつつ前述の要素の任
意のサブコンビネーションを含んでもよいことが理解されよう。
【００２０】
　プロセッサ１１８は、汎用のプロセッサ、専用のプロセッサ、従来のプロセッサ、デジ
タル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアに関連した１つ
または複数のマイクロプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、特定用途向け
集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）回路、任意
の他のタイプの集積回路（ＩＣ）、状態機械などであってもよい。プロセッサ１１８は、
信号コーディング、データ処理、出力制御、入出力処理、および／またはＷＴＲＵ１０２
が無線環境中で動作することを可能にする任意の他の機能を実行することができる。プロ
セッサ１１８は送受信機１２０に結合されてもよく、送受信機１２０は送受信要素１２２
に結合されてもよい。図１Ｂが、プロセッサ１１８および送受信機１２０を別個の構成要
素として示す一方、プロセッサ１１８および送受信機１２０は、電子パッケージまたはチ
ップ中に共に一体化されてもよいことが理解されよう。
【００２１】
　送受信要素１２２は、エアインタフェース１１６を介して基地局（例えば、基地局１１
４ａ）へ信号を送信する、または基地局（例えば、基地局１１４ａ）から信号を受信する
ように構成されてもよい。例えば、一実施形態では、送受信要素１２２は、ＲＦ信号を送
信および／または受信するように構成されるアンテナであってもよい。別の実施形態では
、送受信要素１２２は、例えば、ＩＲ、ＵＶまたは可視光の信号を送信および／または受
信するように構成される放射体／検出器であってもよい。さらに別の実施形態では、送受
信要素１２２は、ＲＦ信号と光信号の両方を送受信するように構成されてもよい。送受信
要素１２２は、無線信号の任意の組み合わせを送信および／または受信するように構成す
ることができることが理解されよう。
【００２２】
　加えて、図１Ｂでは、送受信要素１２２は単一の要素として示されるが、ＷＴＲＵ１０
２は、任意の個数の送受信要素１２２を含んでもよい。より具体的には、ＷＴＲＵ１０２
は、ＭＩＭＯ技術を用いてもよい。したがって、一実施形態では、ＷＴＲＵ１０２は、エ
アインタフェース１１６を介して無線信号を送受信するために２つ以上の送受信要素１２
２（例えば、複数のアンテナ）を備えてもよい。
【００２３】
　送受信機１２０は、受信要素１２２によって送信されることになる信号を変調し、送受
信要素１２２によって受信される信号を復調するように構成することができる。上述のよ
うに、ＷＴＲＵ１０２は、マルチモードの機能を有することができる。したがって、送受
信機１２０は、例えば、ＵＴＲＡおよびＩＥＥＥ８０２．１１などの複数のＲＡＴを介し
てＷＴＲＵ１０２が通信することを可能にするために複数の送受信機を備えてもよい。
【００２４】
　ＷＴＲＵ１０２のプロセッサ１１８は、スピーカ／マイクロフォン１２４、キーパッド
１２６、および／またはディスプレイ／タッチパッド１２８（例えば、液晶ディスプレイ
（ＬＣＤ）表示装置、または有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）表示装置）に結合すること
ができ、ピーカ／マイクロフォン１２４、キーパッド１２６、および／またはディスプレ
イ／タッチパッド１２８（例えば、液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）表示装置、または有機発
光ダイオード（ＯＬＥＤ）表示装置）からユーザが入力したデータを受信することができ
る。プロセッサ１１８は、ユーザのデータをスピーカ／マイクロフォン１２４、キーパッ
ド１２６、および／またはディスプレイ／タッチパッド１２８に出力することもできる。
加えて、プロセッサ１１８は、非着脱式メモリ１０６および／または着脱式メモリ１３２
などの任意のタイプの適切なメモリから情報にアクセスし、非着脱式メモリ１０６および
／または着脱式メモリ１３２などの任意のタイプの適切なメモリにデータを記憶すること
ができる。非着脱式メモリ１０６は、ＲＡＭ（ｒａｎｄｏｍ－ａｃｃｅｓｓ　ｍｅｍｏｒ
ｙ）、ＲＯＭ（ｒｅａｄｏｎｌｙ　ｍｅｍｏｒｙ）、ハードディスク、または任意の他の
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タイプのメモリ記憶装置デバイスを含んでもよい。着脱式メモリ１３２には、加入者を識
別するモジュール（ＳＩＭ）カード、メモリスティック、セキュアデジタル（ＳＤ：ｓｅ
ｃｕｒｅ　ｄｉｇｉｔａｌ）メモリカードなどが含まれ得る。他の実施形態では、プロセ
ッサ１１８は、サーバまたは家庭用コンピュータ（図示せず）上などのＷＴＲＵ１０２上
に物理的に位置しないメモリから情報にアクセスし、このメモリにデータを記憶すること
ができる。
【００２５】
　プロセッサ１１８は、電源１３４から電力を受け取ることができ、ＷＴＲＵ１０２中の
他の構成要素へ電力を分配しおよび／またはＷＴＲＵ１０２中の他の構成要素へ電力を制
御するように構成することができる。電源１３４は、ＷＴＲＵ１０２に電力を供給するた
めの任意の適切なデバイスであればよい。例えば、電源１３４には、１つまたは複数の乾
電池（例えば、ニッケルカドミウム（ＮｉＣｄ）、ニッケル亜鉛（ＮｉＺｎ）、ニッケル
水素（ＮｉＭＨ）、リチウムイオン（Ｌｉ－ｉｏｎ）など）、太陽電池、燃料電池などが
含まれ得る。
【００２６】
　プロセッサ１１８は、ＧＰＳチップセット１３６に結合することもでき、ＧＰＳチップ
セット１３６は、ＷＴＲＵ１０２の現在位置に関係する位置情報（例えば、経度および緯
度）を与えるように構成されてもよい。ＧＰＳチップセット１３６からの情報に加えて、
またはその情報に代えて、ＷＴＲＵ１０２は、エアインタフェース１１６を介して基地局
（例えば、基地局１１４ａ、１１４ｂ）から位置情報を受信することができ、および／ま
たは２つ以上のすぐ近くの基地局から受信される信号のタイミングに基づいてその位置を
決定する。ＷＴＲＵ１０２は、実施形態と一致したままでありつつ、任意の適切な位置決
定方法によって位置情報を取得することができることが理解されよう。
【００２７】
　プロセッサ１１８は、他の周辺機器１３８にさらに結合されてもよく、これは追加の特
徴、機能性および／または有線接続性もしくは無線接続性を与える１つまたは複数のソフ
トウェアおよび／またはハードウェアのモジュールを含み得る。例えば、周辺機器１３８
には、速度計、イーコンパス（ｅ－ｃｏｍｐａｓｓ）、衛星送受信機、（写真または映像
用の）デジタルカメラ、ＵＳＢ（ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　ｓｅｒｉａｌ　ｂｕｓ）ポート、
振動デバイス、テレビの送受信機、ハンドフリーのヘッドセット、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（
登録商標）モジュール、周波数変調（ＦＭ）式の無線装置、デジタル音楽プレイヤ、メデ
ィアプレイヤ、ビデオゲームプレイヤーのモジュール、インターネットのブラウザなどが
含まれ得る。
【００２８】
　図１Ｃは、一実施形態によるＲＡＮ１０４およびコアネットワーク１０６の系統図であ
る。上述のように、ＲＡＮ１０４は、ＵＴＲＡ無線技術を用いて、エアインタフェース１
１６を介してＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃと通信することができる。ＲＡＮ１
０４は、コアネットワーク１０６と通信することもできる。図１Ｃに示すように、ＲＡＮ
１０４は、ＮｏｄｅＢ１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃを含むことができ、ＮｏｄｅＢ１４
０ａ、１４０ｂ、１４０ｃは、エアインタフェース１１６を介してＷＴＲＵ１０２ａ、１
０２ｂ、１０２ｃと通信するために１つまたは複数の送受信機をそれぞれ含むことができ
る。ＮｏｄｅＢ１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃは、ＲＡＮ１０４内の特定のセル（図示せ
ず）とそれぞれ関連することができる。ＲＡＮ１０４は、ＲＮＣ１４２ａ、１４２ｂを含
むこともできる。ＲＡＮ１０４は、実施形態と一致したままでありつつ、任意の個数のＮ
ｏｄｅＢおよびＲＮＣを含んでもよいことが理解されよう。
【００２９】
　図１Ｃに示すように、ＮｏｄｅＢ１４０ａ、１４０ｂは、ＲＮＣ１４２ａと通信するこ
とができる。加えて、ＮｏｄｅＢ１４０ｃは、ＲＮＣ１４２ｂと通信することができる。
ＮｏｄｅＢｓ１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃは、Ｉｕｂインタフェースを介してそれぞれ
のＲＮＣ１４２ａ、１４２ｂと通信することができる。ＲＮＣ１４２ａ、１４２ｂは、Ｉ
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ｕｒインタフェースを介して互いに通信することができる。ＲＮＣ１４２ａ、１４２ｂの
各々は、そこに接続されるそれぞれのＮｏｄｅＢ１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃを制御す
るように構成することができる。加えて、ＲＮＣ１４２ａ、１４２ｂの各々は、他の機能
性、例えば、外部ループ電力制御、負荷制御、流入制御、パケットスケジューリング（ｐ
ａｃｋｅｔ　ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ）、ハンドオーバ制御、マクロダイバーシチ（ｍａｃ
ｒｏｄｉｖｅｒｓｉｔｙ）、セキュリティ機能、データの暗号化などを実行または支援す
るように構成することができる。
【００３０】
　図１Ｃに示すコアネットワーク１０６には、メディアゲートウェイ（ＭＧＷ）１４４、
モバイル交換局（ＭＳＣ）１４６、サービス提供サポートノード（ＳＧＳＮ）１４８、お
よび／またはゲートウェイＧＰＲＳサポートノード（ＣＧＳＮ）１５０が含まれ得る。前
述の要素の各々は、コアネットワーク１０６の一部として示されるが、これらの要素のう
ちのいずれか１つが、コアネットワークのオペレータ以外のエンティティ（ｅｎｔｉｔｙ
）によって所有および／または動作されてもよいことが理解されよう。
【００３１】
　ＲＡＮ１０４中のＲＮＣ１４２ａは、ＩｕＣＳインタフェースを介してコアネットワー
ク１０６中のＭＳＣ１４６に接続することができる。ＭＳＣ１４６は、ＭＧＷ１４４に接
続することができる。ＭＳＣ１４６およびＭＧＷ１４４は、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ
、１０２ｃと従来の地上通信線通信デバイスの間の通信を助けるために、ＷＴＲＵ１０２
ａ、１０２ｂ、１０２ｃにＰＳＴＮ１０８などの回線交換ネットワークへのアクセスを提
供することができる。
【００３２】
　ＲＡＮ１０４中のＲＮＣ１４２ａは、ＩｕＰＳインタフェースを介してコアネットワー
ク１０６中のＳＧＳＮ１４８に接続することもできる。ＳＧＳＮ１４８は、ＣＧＳＮ１５
０に接続することができる。ＳＧＳＮ１４８およびＣＧＳＮ１５０は、ＷＴＲＵ１０２ａ
、１０２ｂ、１０２ｃとＩＰイネーブルデバイス（ＩＰ－ｅｎａｂｌｅｄ　ｄｅｖｉｃｅ
ｓ）との間の通信を助けるために、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃにインターネ
ット１１０などのパケット交換ネットワークへのアクセスを提供することができる。
【００３３】
　上述のように、コアネットワーク１０６は、ネットワーク１１２に接続することもでき
、ネットワーク１１２は、他のサービスプロバイダによって所有および／または運営され
る他の有線または無線のネットワークを含んでもよい。
【００３４】
　２つの送信アンテナを含むものとして説明したが、本明細書に開示した方法および装置
は、任意の個数の送信アンテナまたは他のアンテナ技術を用いて実施されてもよい。
【００３５】
　プリコーディングを用いたマルチアンテナ送信のための信号伝達は、ＷＴＲＵのプリコ
ーディングされた送信に関するシンボルエラーの影響を抑える情報－シンボルマッピング
を用いて基地局からＷＴＲＵへプリコーダの位相情報を信号伝達することを含むことがで
きる。さらなる実施形態は、位相情報とは異なる速度で、プリコーダの振幅情報を信号伝
達することを含むことができる。コードブックベースのプリコーディング選択は、異なる
位相または振幅を含むコードブックを用いることを含み得る。追加のゲインは、異なる位
相と異なる振幅の両方を含むコードブックを用いて実現することができる。位相と振幅の
両方の情報を信号伝達するときの追加のゲインについては、位相と振幅の両方を含む複素
数のコードブックが、使用され得る。一方の位相に関する複素数のコードブック、および
他方の振幅に関する実数のコードブックを含む２つのコードブックが使用され得る。本明
細書に記載される様々なコードブックの設計は、位相、振幅、またはその両方の、任意の
組み合わせを信号伝達するために使用することができる。
【００３６】
　図２は、明示的コードブックと差分コードブックの組み合わせを用いる一定のパターン
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での２段の重み調整である、一実施形態の方法の一例を示す。コードブックベースのプリ
コーディングの重みの選択については、位相、振幅、または両方を含み得る重みの情報は
、本明細書に記載されるように、任意のコードブック、または複数のコードブッの組み合
わせによって表わすことができる。
【００３７】
　重みの情報は、各コードワードが特定のプリコーディングのベクトルを表す明示的コー
ドブックを用いて表すことができる。コードワードとプリコーディングのベクトルの間の
マッピングは、前もって決定されてもよい。複数の明示的コードブックが、使用されても
よく、無線リソース制御（ＲＲＣ）のメッセージなどのより高い層のメッセージによって
信号伝達されてもよく、または前もって決定されてもよい。位相および振幅にそれぞれ対
応する２つの明示的コードブックを使用することができる。現在評価されているチャネル
のフェーディングのプロファイル、システムの干渉のレベルなどに基づいて決定され得る
異なる粒状性を有する位相または振幅情報に対応する２つの明示的コードブックを使用す
ることができる。コードブックは、放送信号のようにセルまたはエリア内の１つのＷＴＲ
Ｕまたは複数のＷＴＲＵへより高い層によって信号伝達することができ、ＮｏｄｅＢの位
置、環境、ＷＴＲＵの機能、速度などに基づいて最適化され得る。
【００３８】
　重みの情報は、各コードワードがＷＴＲＵが適用できる追加の位相および／または振幅
のオフセットを表す差分コードブックによって表わすことができ、チャネルの経時的な変
化を追跡するためのより高い粒状性を与えることができる。重みの情報は、明示的コード
ブックと差分コードブックの組み合わせによって表わすことができる。
【００３９】
　プリコーディングを用いたマルチアンテナ送信は、２段の重み調整を含むことができる
。第１の段（Ｔ１）は、チャネルの位相および／または振幅を粗調整するための明示的コ
ードブックを用いることを含むことができる。第２の段（Ｔ２）は、チャネルの位相およ
び／または振幅を微調整するための差分コードブックを用いることができる。第１の段お
よび第２の段の継続期間は、予め定めることができ、またはより高い層によって信号伝達
される。例えば、継続期間は、図２に示されるように、期間が第１の段および第２の段か
らなる一定のパターンを含むことができる。
【００４０】
　代替的実施形態では、第１の段と第２の段の間のスイッチは、チャネル速度などのチャ
ネルの伝播のプロファイルの１つまたは複数のファクタによって、動的にトリガまたは制
御され得る。明示的コードブックは、第１の段に使用することができる。測定したチャネ
ル速度の変化は、第１の段における所与の期間の間閾値（ＴＨ１）未満であり得、調整は
、ゆっくり変化するチャネルの位相および／または振幅の微調整のために差分コードブッ
クを用いることを含み得る第２の段を行うことができる。測定したチャネル速度の変化が
、第２の段の最中の所与の期間の間、第２の閾値（ＴＨ２）より大きい場合、調整は、速
く変化するチャネルの位相および／または振幅の粗調整のために明示的コードブックを用
いることを含み得る第１の段を行うことができる。
【００４１】
　ＷＴＲＵは、明示的コードブックと差分コードブックの組み合わせを使用することがで
きる。ＷＴＲＵは、多段調整の実施形態において明示的コードブックと差分コードブック
の組み合わせも使用できるより高い層からの信号伝達パラメータを用いて構成されてもよ
い。例えば、図２Ａに示すように、調整は、粗調整の期間と、その後に続く微調整の期間
とを含み得る。調整の期間は、一定のパターンであってもよく、ＷＴＲＵは、第１の（粗
の）継続期間Ｔ１、および第２の（微の）継続期間Ｔ２に信号伝達され得る。あるいは、
調整は、粗調整および／または微調整についての時間の長さを決定するために、閾値と併
せて使用される動的時間の期間を含んでもよい。ＷＴＲＵは、第１の閾値ＴＨ１および第
２の閾値ＴＨ２の値で信号伝達されてもよい。
【００４２】
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　ＷＴＲＵは、明示的コードブックから好ましい重みの情報（ＰＷＩ）を受け取ることが
できる。ＷＴＲＵは、プリコーディングの重みを受信した値に置き換えることができ、次
のスロット、サブフレーム、または送信時間間隔（ＴＴＩ）で今度来る送信にＰＷＩを適
用することができる。ＷＴＲＵは、差分コードブックからＰＷＩを受け取ることができ、
現在のプリコーディングの重みを使用することができ、受信した差の情報に従って実行で
きる変換をこれらに適用することができ、次のスロット、サブフレーム、またはＴＴＩで
今度来る送信に新しい重みを適用できる。
【００４３】
　高い粒状性のコードブックを使用して、ＷＴＲＵとＮｏｄｅＢの間の同期を改善し、Ｐ
ＷＩまたは実際の重みの情報（ＡＷＩ）のエラーを減少させ、信号伝達オーバーヘッドを
減少させて重みの情報を運び、またはアップリンク（ＵＬ）性能を改善することができる
。
【００４４】
　閉ループの送信ダイバーシチ（ＣＬＴＤ）のゲインは、コードブックのサイズおよび更
新頻度に関連し得る。ＵＬ性能およびダウンリンク（ＤＬ）オーバーヘッドは、例えば、
４つのコードワードと８つのコードワードの間のコードブックを用いて最適化することが
できる。プリコーディングを用いたマルチアンテナ送信は、コードワードについてのアッ
プリンクプリコーディング制御指示（ＵＰＣＩまたはＰＣＩ、本明細書では、送信プリコ
ーディングインジケータＴＰＩ、および好ましい重みの情報ＰＷＩとも呼ばれる）を信号
伝達することを含んでもよい。例えば、プリコーディングを用いたマルチアンテナ送信は
、位相についての８つのコードワードのコードブックを信号伝達することを含んでもよい
（同様に、追加のコードブックは、振幅の重みに使用することができる）。
【００４５】
　８つのコードワードを含む明示的コードブックの使用は、表１に示すように、８つのＵ
ＰＣＩのうちの１つを明示的に信号伝達するために、３つの信号伝達ビットを用いること
を含んでもよい。ＵＰＣＩと明示的位相の間のマッピングは、表１に示されるものとは異
なってもよい。例えば、明示的位相は、表１に示されるものとは異なる値をとってもよく
、８つのコードワードのコードブックの粒状性は、π／４であり得る。
【００４６】
【表１】

【００４７】
　位相ごとのＵＰＣＩ値は、大きい位相差を有するコードワードの間でエラー保護の向上
をもたらすように符号化することができる。例えば、１８０度の相転移に対するより大き
い保護は、８位相だけのコードブックについて与えられ得る。これは、ビットシーケンス
に多数の違いを有するコードワードのインデックスに大きい相対位相差を有するコードワ
ードのマッピングのペアを含むことができる。表２は、ＵＰＣＩエンコーディングにおい
て３ビットの差を有する１８０度の位相差を有するコードワードのペアを含むコードブッ
クの一例を示しており、これは、信号エラーに対するより大きい保護をもたらすことがで
きる。他のマッピングの実施は、他の大きい位相差を含む第２のレベルにおいて実施する
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【００４８】
【表２】

【００４９】
　コードブックは、アンテナの切り換え、またＡＳコードワードなどの［１　０］および
［０　１］のコードワードを含むことができる。あるＡＳから別のＡＳへの転移に対すよ
り大きい保護が、もたらされ得る。表３は、ＡＳコードワードを含む６位相のコードブッ
クの一例を示す。
【００５０】

【表３】

【００５１】
　表４および表５は、２ビットのコードワードを含むコードブックの例を示す。表４では
、位相ごとのＵＰＣＩ値は、大きい位相差を有するコードワードの間でエラー保護の向上
をもたらすように符号化されてもよい。大きい位相差を有するコードワードは、大きいハ
ミング距離を有するＵＰＣＩインデックスにマッピングされる。ＵＰＣＩのインデックス
は、信号伝達ビットと同じであってもよく、またはインデックスは、利用されるコンステ
レーションおよび変調レベルによって与えられるのに適した信号伝達ビットによって表わ
され得る。したがって、００のインデックスは、ＱＰＳＫを利用して有効なＢＰＳＫの信
号伝達フォーマットを送信する場合、００，００のビットシーケンスにマッピングするこ
とができる。より可能性がある１ビットのエラーが、より小さい相転移をもたらすので、
この手法は、エラー保護の改善をもたらす。
【００５２】
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【表４】

【００５３】
【表５】

【００５４】
　信号伝達オーバーヘッドを減少させることができる。例えば、３つの信号伝達ビットの
代わりに、２つだけの信号伝達ビットを使用してコードワードを信号伝達することができ
る。信号伝達オーバーヘッドの減少によって、明示的コードブックと差分コードブックの
組み合わせを用いてコードブックの粒状性をさらにもたらすことができる。例えば、Ｋ個
のコードワードのコードブックの粒状性は、Ｋ＝８の場合、２π／Ｋであり、コードブッ
クは、８つの位相コードワードを含むことができる。粒状性は、明示的信号伝達と差分信
号伝達の組み合わせを用いて維持することができる。表８は、表４または表６に示すよう
な明示的位相についてのＵＰＣＩの２つの信号伝達ビット、および表７に示すような差分
位相についてのＵＰＣＩの２つの信号伝達ビットを使用する３つのコードワードの差分コ
ードブックからの差分位相を用いて、４つのコードワードの明示的ブックから明示的位相
を加えることによって、表１に示す位相と粒状性の組み合わせを含む一例を示す。ＵＰＣ
Ｉと位相の間のマッピングは、図示のマッピングとは異なり得る。明示的位相は、表６に
示す値とは異なる値をとることができ、４つのコードワードのコードブックの粒状性は、
π／２であり得る。明示的位相についてのＵＰＣＩ、および差分位相についてのＵＰＣＩ
は、スロットまたはＴＴＩなどの各重みのシングリングの期間中、ＷＴＲＵへ交互に信号
伝達され得る。
【００５５】
　ＷＴＲＵは、明示的位相についてのＵＰＣＩを受信することができる。ＷＴＲＵは、プ
リコーディングの重みを受信した重みに置き換えることができ、次のスロット、サブフレ
ーム、またはＴＴＩで今度来る送信にそれを適用することができる。具体的には、ＷＴＲ
Ｕは、受信したＵＰＣＩのインジケータコードワードを処理することができ、ＲＡＭもし
くはＲＯＭのメモリ、ハードウェアのレジスタ、フィームウェア、または他のメモリデバ
イス（ｍｅｍｏｒｙ　ｄｅｖｉｃｅ）に記憶されたコードブックまたは参照用テーブルか
ら適切なリコーダの重みを決定することができる。それぞれのアンテナに使用される決定
したプリコーダの重みは、次いで、それぞれのアンテナによって送信される信号の信号位
相（および／または振幅）を変えるように、アップリンク送信ストリームに適用できる。
【００５６】
　ＷＴＲＵは、差分位相についてのＵＰＣＩを受信することができ、受信した差分位相を
現在の位相に加えることができ、結果として得られた結合位相、例えば、結合位相＝明示
的位相＋差分位相を、次のスロット、サブフレーム、またはＴＴＩで今度来る送信に適用
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することができる。
【００５７】
【表６】

【００５８】
【表７】

【００５９】
【表８】

【００６０】
　差分コードブックの信号伝達は、規則的でない明示的コードブックの信号伝達を含み得
る。これによって、送られる信号メッセージの個数を減少させることができると共に、信
号伝達オーバーヘッドを減少させることができる。明示的コードワードは、例えばＨＳ－
ＳＣＣＨ（Ｈｉｇｈ－Ｓｐｅｅｄ　Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）の
オーダー（ｏｒｄｅｒ）、Ｅ－ＡＧＣＨ（Ｅ－ＤＣＨ　Ａｂｓｏｌｕｔｅ　Ｇｒａｎｔ　
ｃｈａｎｎｅｌ）、Ｆ－ＤＰＣＨ（Ｆｒａｃｔｉｏｎａｌ　Ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　Ｐｈｙ
ｓｉｃａｌ　ｃｈａｎｎｅｌ）を用いて、ＤＬチャネルを介して信号が送信でき、８つの
コードワードのコードブックについては３ビット、または４つのコードワードのコードブ
ックについては２ビットなどの明示的コードブックについてのいくつかの信号伝達ビット
の信号伝達を含むことができる。そして、差分コードブックが使用される実施形態では、
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明示的コードブックの信号伝達ビットは、差分コードブックの場合ほど頻繁に送られ得な
い。例えば、明示的信号伝達は、１つの無線フレームごとに１回、またはいくつかの無線
フレームごとに１回、信号伝達され得る。明示的コードワードの信号伝達の間の期間中、
差分コードワードが信号伝達されてもよい。差分コードブックは、明示的コードブックよ
り単純であり得、より少ない信号伝達ビット（例えば、表９に示す１ビット）を使用する
ことができる。差分コードワードは、ＤＬチャネルで信号が送信されてもよく、これは、
低い信号の要件（例えば、１ビット）で、例えば、Ｆ－ＤＰＣＨを支持することができる
。位相の微調整の分解能および周波数に関しては、Δが（２π／Ｋ）／Ｌに等しくてもよ
く、ただしＫは、明示的コードブックのサイズであり、Ｌは予め定められた値または信号
伝達される値であってもよく、またはＬは、差分コードワードの更新期間の単位の点で明
示的コードワードの更新期間に関連することができる。同様に、ＷＴＲＵは、今度来る送
信についての位相を決定することができる。ＮｏｄｅＢは、差分コードブックの信号伝達
から独立して、明示的コードブックの信号伝達を使用することができる。ＮｏｄｅＢは、
ＮｏｄｅＢが、ＷＴＲＵ／ＮｏｄｅＢのコードワードが同期されていないと考える理由が
あるとき、または同期のために定期的にそれを行うべき理由があるときはいつでも、ＷＴ
ＲＵ／ＮｏｄｅＢのコードワードを同期することができる。
【００６１】
　ＰＣＩは、誤って受信される可能性があり、πにわたって位相のジャンプを含む可能性
があり得る。ＷＴＲＵは、所望の方向の反対側にビームを向けることができ、およびエネ
ルギーを増大させるのではなく、必要に応じて、ＮｏｄｅＢでのエネルギーの受信を減少
せることができる。ＮｏｄｅＢおよびＷＴＲＵの重みの同期の信頼性に関しては、差分位
相Δは、使用される明示的コードブックの粒状性未満に選択することができる。
【００６２】
【表９】

【００６３】
　ＷＴＲＵにＰＣＩを信号伝達する信号伝達ビットは、Ｅ－ＨＩＣＨ（Ｅ－ＤＣＨ　ＨＡ
ＲＱ　Ａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅｍｅｎｔ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ　Ｃｈａｎｎｅｌ）、Ｅ－
ＲＧＣＨ（Ｅ－ＤＣＨ　Ｒｅｌａｔｉｖｅ　Ｇｒａｎｔ　Ｃｈａｎｎｅｌ）、Ｅ－ＡＧＣ
Ｈ、ＨＳ－ＳＣＣＨ、ＨＳ－ＳＣＣＨのオーダー、およびＦ－ＤＰＣＨなどのＤＬチャネ
ルで運ばれ得る。ＷＴＲＵからのＡＷＩの信号伝達は、個別物理制御チャネル（ＤＰＣＣ
Ｈ）、または進化型ＤＰＣＣＨ（Ｅ－ＤＰＣＣＨ）などのＵＬチャネルで運ばれてもよい
。
【００６４】
　位相および振幅の重みの情報は、レート（Ｍ）で更新され得、このレート（Ｍ）は、予
め定められた値、例えば、１スロット、１ＴＴＩ（３スロット）、または１無線フレーム
（１０スロット）であり得る。レートＭは、チャネル速度（またはコヒーレンス時間）に
基づいて決定することができる。より高いチャネル速度が、より小さいＭの値と共に使用
することができる。同様に、より小さいコヒーレンス時間を有するチャネルは、より小さ
いＭの値を使用することができる。例えば、ＰＡ０．１などのチャネルがとても遅いとき
、Ｍは、３０スロット未満であり得、ＰＡ３などのチャネル速度が遅いとき、Ｍは、１０
スロット未満であり得、ＶＡ３０などのチャネル速度が速いとき、Ｍは３スロット未満で
あり得、およびＶＡ１２０以上などのチャネル速度が極端に高いとき、Ｍは、ゼロに減少
させられてもよく、送信ダイバーシチは、使用不可であり得る。
【００６５】
　位相および振幅の重みの情報は、異なる速度で更新されてもよい。これは、異なる位相
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および振幅をそれぞれ含む２つのコードブックを使用する２つのコードブック法が使用さ
れてもよく、位相および振幅は、同じレートまたは異なる速度で更新できる。いくつかの
実施形態では、コードブックは、位相だけのコードブックであってもよく、大きさ一定で
あり、場合によっては単位大きさの重みである。
【００６６】
　振幅をコードブックに導入することによって送信パワーの削減中にゲイン（例えば、５
ｄＢ）を実現するために、位相は、振幅より速くＮ回で更新することができ、ただし、Ｎ
＞１であり得る。
【００６７】
　Ｎは、（例えば、本明細書中に）予め定められた値であってもよく、またはＵＴＲＡＮ
（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｎｅｔｗ
ｏｒｋ）によってＲＲＣメッセージを介して信号が送信される。例えば、位相は、スロッ
トごとに更新されてもよく、一方、振幅は、Ｎ個のスロットが全て更新されてもよい。Ｎ
＝３のとき、振幅は、全てのＴＴＩで更新される。
【００６８】
　Ｎは、速度、相対遅延、および相対平均電力などのチャネルの伝播ファイルに依存し得
る。例えば、Ｎは、ＮｏｄｅＢで評価した速度に基づいて決定することができる。より高
い速度は、より低いＮの値を示し得る。例えば、ＮｏｄｅＢは、知られたトレーニングシ
ーケンスを用いて受信したパイロットチャネルのＤＰＣＣＨまたは他のチャネルに基づい
て、スロットあたり、ＴＴＩあたり、または無線フレームあたりなどのある期間にわたっ
てチャネル速度を評価してもよく、評価したチャネル速度に基づいてＮを決定することが
できる。例えば、速度Ｖ＜＝３ｋｍ／時の場合、Ｎ＝６、さもなければ３ｋｍ／時＜Ｖ＜
＝３０ｋｍ／時の場合、Ｎ＝３であり、他はＮ＝１である。ＮｏｄｅＢは、予め定められ
た期間の間または新しいＮの値が評価されるまで、振幅の重みの情報より速いＮ回で、更
新し、ＷＴＲＵに位相の重みの情報を信号伝達することができる。
【００６９】
　Ｎは、予め定められた値であってもよく、またはＵＴＲＡＮからＲＲＣメッセージを介
して信号が送信されてもよく、これは、チャネル速度の評価が、以前のものとはあまりに
違っていて、予め定められたＮの値または信号伝達されたＮの値が、それに応じて調節で
きるのでなければ使用することができる。ＮｏｄｅＢは、チャネル速度を評価し、Ｎの値
を決定することができる。異なるＮの値が導き出される場合、ＮｏｄｅＢは、それをＲＮ
Ｃに信号伝達してもよく、それによってＲＮＣは、ＲＣメッセージを介してそれを再構成
することができる。
【００７０】
　図３～図６は、位相および振幅の信号伝達の例の図を示す。振幅が更新されないとき、
継続期間の間（例えば、スロットまたはＴＴＩ）、振幅より速い位相を信号伝達するとき
、振幅の重みを保持する対応するフィールドは、不連続的に送信（ＤＴＸ：ｄｉｓｃｏｎ
ｔｉｎｕｏｕｓｌｙ　ｔｒａｎｓｍｉｔ）され得る、または最大の振幅の重みを繰り返し
得る。図３および図４は、信号伝達オーバーヘッドの減少およびデータ送信への干渉を含
むＤＴＸされる方法の例を示す。図５および図６は、ＷＴＲＵが重みを選択できないとき
ＮｏｄｅＢにおける、またはＷＴＲＵが重みを選択できないときＷＴＲＵにおける減少し
た送信電力の変化を含む繰り返しの方法の一例を示す。
【００７１】
　位相および振幅の重みの情報は、図３および図５に示すように、１つのチャネルで運ば
れ得る。例えば、ＤＬにおけるＦ－ＤＰＣＨの各スロットの異なるフィールドが、使用さ
れてもよい。位相および振幅の重みの情報は、図４および図６に示すように、２つのチャ
ネルでそれぞれ運ばれ得る。例えば、ＤＬにおける２つのＦ－ＤＰＣＨの同じフィールド
が使用され得る。
【００７２】
　使用される１つまたは複数のチャネルは、好ましい重みの情報ＰＷＩを信号で伝えるた
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Ｅ－ＡＧＣＨ、およびＥ－ＨＩＣＨなどのＤＬチャネルの１つまたは任意の組み合わせ、
または実際の重みの情報（ＡＷＩ）を信号で伝えるためのＷＴＲＵについてのＤＰＣＣＨ
およびＥ－ＤＰＣＣＨなどのＵＬチャネルであり得る。
【００７３】
　振幅よりも急速に位相を更新する観点で説明したが、同様に、振幅が、位相よりも急速
に更新されてもよい。
【００７４】
　位相および振幅の重みの情報は、コードブックにおける位相および振幅の重みの情報に
ついての異なる個数のコードワードを用いて、異なる速度で暗黙的に更新され得る。例え
ば、位相情報についてのコードワードの個数は、８つであってもよく、一方、振幅情報に
ついてのコードワードの個数は、統計的に４つとすることができ、位相と振幅の重みの情
報の間の更新速度の比は、２であり得る。
【００７５】
　位相または振幅を表すために使用されるコードワードの個数など位相および／または振
幅についてのコードブックの粒状性は、位相および／または振幅の重みの情報を表すため
に信号伝達ビットの個数に関連し得る。
【００７６】
　振幅および位相のコードブックが同じサイズは、いくつかの信号伝達ビットを用いるこ
とを含み得、および／またはパターンは、位相および振幅の重みの情報について使用され
得る。例えば、位相および振幅に関する全てのＮ回のスロット、ＰＣＩは、ＮｏｄｅＢに
よって同時に信号伝達されてもよく、または位相および振幅に関するＡＷＩは、ＷＴＲＵ
によって同時に信号伝達されてもよい。
【００７７】
　異なるサイズの振幅および位相のコードブックが使用されてもよく、位相および振幅に
ついて異なる個数の信号伝達ビットまたはパターンが使用されてもよい。例えば、位相情
報の正確性を高めるために、より小さいサイズが、振幅に使用されてもよく、より大きい
サイズが位相に使用されてもよい。
【００７８】
　Ｆ－ＤＰＣＨに類似するフォーマットを有し、異なるチャネル化コードを使用するダウ
ンリンクの物理的なチャネルは、ＰＣＩを信号伝達するためにＮｏｄｅＢに使用すること
ができ、Ｆ－ＤＰＣＨのようなものと呼ばれ得る。Ｆ－ＤＰＣＨのようなチャネルおよび
そのフィールドについてのフレーム構造の一例が、図７および表１０にそれぞれ示される
。Ｆ－ＤＰＣＨのようなチャネルを用いることは、ダウンリンクの同期に影響を及ぼす可
能性はなく、ＤＰＤＣＨの構成とは独立しているものであり得る。信号伝達の位相および
／または振幅は、Ｆ－ＤＰＣＨのようなチャネルを用いることを含み得る。
【００７９】
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【表１０】

【００８０】
　振幅情報は、位相情報よりもゆっくり変化し得るものであり、振幅についての量子化レ
ベルは、位相より低いものであり得る。ダウンリンク信号伝達のリソースの効率的な使用
は、Ｆ－ＤＰＣＨのようなチャネルを介して位相情報を信号伝達することが含まれてもよ
く、振幅情報は、既存のＦ－ＤＰＣＨまたはダウンリンクＤＰＣＣＨのチャネルを介して
信号伝達されてもよい。ＤＰＤＣＨが構成されていない場合、幅情報は、いくつかのＦ－
ＤＰＣＨのスロットの送信電力制御（ＴＰＣ）フィールドの全部または一部をオーバーラ
イドすることによって信号が送信されてもよい。例えば、ＴＰＣの命令およびＰＣＩの振
幅情報は、時分割多重化を用いて送信することができ、ＰＣＩの振幅情報は、ＴＰＣの命
令より低い速度で送信され得る。同様に、ＤＰＤＣＨが構成されている場合、振幅情報は
、ＴＰＣのフィールドの全部もしくは一部、または１つまたは複数のＤＰＣＣＨのスロッ
トのパイロットフィールド（ｐｉｌｏｔ　ｆｉｅｌｄ）の一部をオーバーライドすること
によって信号伝達されてもよい。ＴＰＣのビットおよび振幅のビットは、１つのＱＰＳＫ
のシンボルに組み合されてもよく、それらの品質は、Ｆ－ＤＰＣＨまたはＤＰＣＣＨの送
信電力を増強することによって補償され得る。図８～図１３は、本明細書に開示した方法
および装置は、他の位相情報および振幅情報で使用できるが、２ビットの位相情報および
１ビットの振幅情報を含む例を示す。
【００８１】
　図８は、Ｆ－ＤＰＣＨを用いてプリコーディングの重みの振幅情報を信号伝達する方法
の一例を示しており、振幅情報は、ＴＰＣのフィールドをオーバーライドすることができ
る。図９は、Ｆ－ＤＰＣＨを用いてプリコーディングの重みの振幅情報を信号伝達する方
法の一例を示しており、振幅情報は、ＴＰＣのフィールドの半分をオーバーライドするこ
とができる。図１０は、Ｆ－ＤＰＣＨを用いてプリコーディングの重みの振幅情報を信号
伝達する方法の一例を本明細書に示しており、振幅情報は、オーバーライドされたＴＰＣ
のフィールド上の電力増強で、ＴＰＣのフィールドの半分をオーバーライドすることがで
きる。図１１は、ＤＰＤＣＨを用いてプリコーディングの重みの振幅情報を信号伝達する
方法の一例を示しており、振幅情報は、ＴＰＣのフィールドをオーバーライドすることが
できる。図１２は、ＤＰＤＣＨを用いてプリコーディングの重みの振幅情報を信号伝達す
る方法の一例を示しており、振幅情報は、オーバーライドされたＴＰＣまたはパイロット
フィールド上の電力増強で、部分的なＴＰＣのフィールドまたはパイロットフィールドを
オーバーライドすることができる。図１３Ａは、Ｆ－ＤＰＣＨのようなチャネルを用いて
プリコーディングの重みの振幅情報を信号伝達する方法の一例を示しており、振幅情報は
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、定期的に位相の成分をオーバーライドすることができる。図１３Ａに示す方法は、図２
に示す方法に類似する。より遅い速度が、振幅成分に適用されてもよく、位相の成分を送
信するのに使用されるチャネル上で送信され得る。図１３Ｂは、Ｆ－ＤＰＣＨのようなチ
ャネルを用いてプリコーディングの重みの位相情報を信号伝達する方法の一例を示す。
【００８２】
　位相についてのＵＰＣＩのマッピングの表は、位相の成分に使用することができる。振
幅成分は、信号エラーの場合に、大きい振幅の変化に対する保護も与えるマッピングの表
を使用することができる。表１１は、ＱＰＳＫ信号などのＦ－ＤＰＣＨのような構造を用
いて１ビットの振幅の選択についての信号伝達を含む、マッピングの一例を示す。すなわ
ち、信号の情報ビットは、ＱＰＳＫ変調方式についての適切な信号伝達ビットシーケンス
にマッピングされてもよく、得られたＱＰＳＫにより変調した信号は、ニ相偏移キーング
（ＢＰＳＫ）にあるように２つの層の値のうちの１つを呈する。
【００８３】
【表１１】

【００８４】
　Ａ１およびＡ２は、両アンテナについてＷＴＲＵで適用され得る振幅の設定を示し得る
。例えば、Ａ１の設定は、１番目のアンテナと２番目のアンテナの間に分けられた７５％
～２５％のパワーに対応し得、Ａ２の設定は、２５％～７５％のパワーの分割に対応し得
る。
【００８５】
　２ビットの振幅の選択は、同様のエラー保護を用いることも含み得る。振幅の大きい変
化は、エンコーディングにおいてより数多くの異なるビットで保護できる。表１２は、振
幅の最大の差が、それぞれ振幅Ａ１とＡ４の間および振幅Ａ２とＡ３の間であるエンコー
ディングの一例を示す。
【００８６】

【表１２】

【００８７】
　例えば、Ａ１およびＡ４は、２つのアンテナの間でそれぞれ８０％～２０％、および２
０％～８０％のパワーの分割に対応し得る。Ａ２およびＡ３は、２つのアンテナの間でそ
れぞれ６０％～４０％、および４０％～６０％のパワーの分割に対応し得る。同様に、Ａ
１およびＡ４は、２つのアンテナの間でそれぞれ１００％～０％および０％～１００％の
パワーの分割に対応し得るものであり、Ａ２およびＡ３は、２つのアンテナの間でそれぞ
れ７５％～２５％、および２５％～７５％のパワーの分割に対応し得る。
【００８８】
　重みの情報は、ＷＴＲＵからＤＰＣＣＨを介して信号伝達され得る。これは、ＤＰＣＣ
Ｈ上で重みの情報を明示的に信号伝達することを含み得る。ＵＥ／ＷＴＲＵは、ＤＰＣＣ
Ｈのチャネル上でアップリンクについて実際のプリコーディングの重みの情報を信号伝達
することができる。ＤＰＣＣＨのスロットフォーマットは、ＡＷＩを保持するために使用
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できる。表１３は、２つのＡＷＩのビットの送信を支援するために２つのスロットフォー
マット（５および６）を含むＤＰＣＣＨのフィールドの一例を示す。
【００８９】
【表１３】

【００９０】
　別のスロットフォーマットは、ＡＷＩを保持するためのフィールドを再利用することに
よって使用することができる。例えば、表１３を参照すると、スロットフォーマット０を
使用することができ、ＴＦＣＩのフィールドは、重みの情報を信号伝達するように再利用
することができる。このフィールドの使用は、ＷＴＲＵの構成に基づいて暗黙的であり得
る。例えば、ＷＴＲＵは、アップリンクＤＣＨなしであると共に、アップリンクの閉ルー
プの送信ダイバーシチを用いて構成することができ、ＷＴＲＵは、ＤＰＣＣＨのスロット
フォーマット０で構成することができ、ＴＦＣＩのフィールドのビットは、ＡＷＩを保持
するように暗黙的に使用することができる。
【００９１】
　ＴＰＣのフィールドは、ＡＷＩを保持するために使用することができる。ＡＷＩは、Ｔ
ＰＣを定期的に置き換えることができる。この期間は、ネットワークによって設定するこ
とができない。
【００９２】
　ＤＰＣＣＨのスロットフォーマットは、他のフィールドに加えてＡＷＩの送信を可能に
するように定期的に変更することができる。例えば、ＷＴＲＵは、全てのＮｆｏｒｍａｔ

－ｃｈａｎｇｅのスロットで、ＷＴＲＵがＡＷＩを保持する交互の（異なる）スロットフ
ォーマットを用いて送信するように、ネットワークによって構成することができる。表１
３を参照すると、ＷＴＲＵは、スロットフォーマット０を用いて送信するように構成され
てもよく、全てのＮｆｏｒｍａｔ－ｃｈａｎｇｅのスロットで交互のフォーマットとして
フォーマット６を使用してもよい。スロットフォーマットの様々な組み合わせを使用する
ことができる。ＷＴＲＵは、交互のスロットフォーマットを用いて送信するときに、ＤＰ
ＣＣＨで一時的なパワーオフセット（ｐｏｗｅｒ　ｏｆｆｓｅｔ）を適用することができ
る。このオフセットは、縮小したサイズのフィールドで信頼性の潜在的な減少を補償する
ことができる。例えば、スロットフォーマット６は、スロットフォーマット０の代替とし
て使用することができ、パイロットフィールドの長さは、３３％だけ縮小することができ
る。ＤＰＣＣＨの電力、パイロットフィールドは、チャネルの評価への影響を抑えるため
に増大させられてもよい。
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【００９３】
　スロットフォーマット５は、スロットフォーマット４の代替として使用することができ
、ＴＰＣのフィールドの長さは、５０％だけ縮小することができる。ＤＰＣＣＨの電力は
、ＴＰＣのエラー率に対する影響を下げるように増大させられてもよい。
【００９４】
　現在の重みの情報が、ＮｏｄｅＢによってＷＴＲＵに信号伝達される場合、ＷＴＲＵが
、ＰＣＩの新しい重みが受信され適用されたことをＮｏｄｅＢに伝えることができるよう
に、ＷＴＲＵは、ＤＰＣＣＨで新しい重みのインジケータビット（または複数のビット）
を切り替えることによって、暗黙的に重みを信号伝達することができる。ＮｏｄｅＢは、
送られたＰＣＩの重みが、受信され適用されたと仮定することができる。１つまたは複数
のビットが切り換えられない場合、ＮｏｄｅＢは、先の重みが適用され、ＮｏｄｅＢによ
って送られたデータの信号の送信が、適切に受信されなかったと仮定することができる。
場合によっては、新しい重みのインジケータの１つまたは複数のビットが切り換わらず、
ＮｏｄｅＢが新しいＰＣＩを送らないとき、ＮｏｄｅＢは、ＰＣＩまたは現在のＰＣＩを
再送することができる。プリコーディングされたＤＰＣＣＨについては、ＮｏｄｅＢは、
古いＰＣＩおよび新しいＰＣＩを用いてブラインド検出し、新しい重みのインジケータの
１つまたは複数のビットを検査してバージョンが有効であるか判定することができる。
【００９５】
　重みの情報は、Ｅ－ＤＰＣＣＨを介してＷＴＲＵから信号伝達されてもよい。Ｅ－ＤＰ
ＣＣＨが、Ｅ－ＤＰＤＣＨに関連し、Ｅ－ＤＰＤＣＨを用いて送られ得るとき、データ復
調に使用され得る重みの情報の信号伝達は、以下の１つまたは任意の組み合わせを使用す
ることができる。筋書きの１つは、例えば、適用されたプリコーディングの重みが、限ら
れた数で設定されたプリコーディングの重みから選択されると仮定すると、Ｅ－ＤＰＣＣ
Ｈが、ＷＴＲＵでＥ－ＤＰＤＣＨと同じプリコーディングの重みで適用されるときに、Ｅ
－ＤＰＣＣＨをブラインドデコーディング（ｂｌｉｎｄ　ｄｅｃｏｄｉｎｇ）することに
よって重みの情報を信号伝達することを暗黙的に含み得る。例えば、４つのプリコーディ
ングの重みの選択が存在し、そこで、ＮｏｄｅＢは、ＷＴＲＵでプリコーディングの重み
が使用されるか発見するために構成されたプリコーディングの重みの選択を試みることに
よってＥ－ＤＰＣＣＨのブラインドデコーディングを使用する。重みの情報は、Ｅ－ＤＰ
ＣＣＨで明示的に信号伝達することができる。
【００９６】
　図１４は、チャネルコーディングチェーンを用いたＥ－ＤＰＣＣＨで重みの情報を信号
伝達する一例を示す。信号伝達されるＡＷＩの数、ＮｕｍＡＷＩに応じて、新しい（３０
，Ｎｕｍ＿ｔｏｔａｌ）のリードマラー（ＲＭ）符号を設計することができ、それによっ
てＮｕｍＡＷＩのビットの重みの情報が、ＮｕｍＲＳＮビットの再送シーケンス番号（Ｒ
ＳＮ：Ｒｅｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　Ｓｅｑｕｅｎｃｅ　Ｎｕｍｂｅｒ）、ＮｕｍＥ－
ＴＦＣＩビットのＥ－ＤＣＨトランスポートフォーマット組み合わせ識別子（Ｅ－ＴＦＣ
Ｉ：Ｅ－ＤＣＨ　Ｔｒａｎｓｐｏｒｔ　Ｆｏｒｍａｔ　Ｃｏｍｂｉｎａｔｉｏｎ　Ｉｄｅ
ｎｔｉｆｉｅｒ）、およびＮｕｍｈａｐｐｙビットビットのハッピービットでエンコード
することができる。ここで、Ｎｕｍｔｏｔａｌ＝Ｎｕｍｈａｐｐｙビット＋ＮｕｍＲＳＮ
＋ＮｕｍＥ－ＴＦＣＩ＋ＮｕｍＡＷＩである。例えば、ＮｕｍＲＳＮ＝２、ＮｕｍＥ－Ｔ
ＦＣＩ＝７、Ｎｕｍｈａｐｐｙビット＝１または０である。ＤＰＣＣＨを介して重みの情
報を暗黙的に信号伝達するために、重みの１つまたは複数のビットを切り換えることによ
って、重みの情報は、Ｅ－ＤＰＣＣＨを介して暗黙的に信号伝達することができる。
【００９７】
　ＮｏｄｅＢは、チャネルがランク２の送信を支援できることをＷＴＲＵに示すことがで
きるが、ＷＴＲＵは、次の送信が単一のトリームの送信であってもよいか、または二重の
ストリームの送信であってもよいかの最終決定を有するように柔軟性が与えられてもよい
。このように、ランク１の送信の上のランク２の送信によって使用される追加のオーバー
ヘッドをセーブすることができる。ＷＴＲＵは、関連したＥ－ＤＣＨ送信のランク情報を
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【００９８】
　一実施形態は、一次のＥ－ＤＣＨまたはＥ－ＤＰＤＣＨのストリームに関連したＥ－Ｄ
ＰＣＣＨのチャネルを介して信号伝達される１ビットランク情報を含むことができる。Ｍ
ＩＭＯ可能なＵＬ　ＷＴＲＵについては、旧来のＥ－ＴＦＣのサブセットが支持されても
よく、それによってＥ－ＴＦＣＩのフィールド中の未使用のビットが、ランク情報を信号
伝達するために使用できる。交互に、新しい（３０，１１）リードマラー符号が使用され
てもよく、それによって１ビットランク情報は、２ビットのＲＳＮ、７ビットのＥ－ＴＦ
ＣＩ、および１ビットのハッピービットでエンコードすることができる。図１５に、ラン
ク情報を含むＥ－ＤＰＣＣＨのエンコーディングチェーンを示す。
【００９９】
　明示的ランク情報（ＲＩ）の情報は、アップリンクにおいて信号を送信することができ
る。ＮｏｄｅＢは、ランク情報をブラインドで検出することができる。例えば、Ｎｏｄｅ
Ｂは、一次のＥ－ＤＣＨまたはＥ－ＤＰＤＣＨのストリーム、および二次のＥ－ＤＣＨま
たはＥ－ＤＰＤＣＨのストリームにそれぞれ関連したＥ－ＤＰＣＣＨの受信した電力を測
定することができる。２つの測定した電力の比が、閾値より高いまたは低い場合、ランク
－１の送信が決定され得る。
【０１００】
　重みの情報は、ＮｏｄｅＢからＷＴＲＵへＤＬで信号伝達することができる。プリコー
ディングの重みの情報（例えば、ＵＰＣＩ）は、時分割多重化（ＴＤＭ）を用いて送信電
力制御（ＴＰＣ）の命令で、Ｆ－ＤＰＣＨで信号伝達することができる。図１６は、Ｆ－
ＤＰＣＨのフレーム構造の一例を示しており、ＵＰＣＩおよび（ＴＰＣ）の命令は、一定
のＴＤＭのパターンで信号伝達される。例えば、ＵＰＣＩは、全てのサブフレーム（ＴＴ
Ｉ）で信号伝達され、ＴＰＣの命令は、ＵＰＣＩに用いられる２つのスロットの間のスロ
ットで信号伝達され、具体的には、ｉ番目のスロットについては、ｉ　ｍｏｄ　３＝０の
場合、ＵＰＣＩを送信し、他の場合は、ＴＰＣの命令を送信する。コードブックサイズに
応じて、表１４に導入されたＵＰＣＩを保持する他のフォーマットが使用されてもよい。
スロットフォーマットのインデックスとＵＰＣＩについてのＦ－ＤＰＣＨフィールドの定
義間のマッピングは、表１４とは異なる形態をとってもよい。
【０１０１】
　ＴＰＣの命令は、ＴＰＣとＰＷＩの両方からなる新しいＦ－ＤＰＣＣＨの構造を有する
全てのスロットで信号伝達されなくてもよく、ＵＬについては、ＵＰＣＩを保持するスロ
ットに対応するＤＰＣＣＨのスロットは、ＤＰＣＣＨの送信電力を調整できなくてもよい
が、ＴＰＣの命令を保持するＦ－ＤＰＣＨのスロットに対応する先のスロットと同じ電力
レベルを維持する。
【０１０２】
　ＤＬ出力制御の動作を修正することができる。全てのスロットでＴＰＣの命令を保持す
るＦ－ＤＰＣＨのフレーム構造での旧来の目標のＳＩＲは、開ループ出力制御（ＯＬＰＣ
）によってＴＰＣブロックエラー率（ＢＥＲ）に基づいて更新することができ、ＴＰＣと
ＰＷＩの両方からなる新しいＦ－ＤＰＣＣＨ構造での目標の信号対干渉比（ＳＩＲ）は、
ＴＰＣ　ＢＥＲに基づいて、またはＤＬＰＣについてのＴＰＣとＰＷＩの両方のエラー率
に基づいて評価することができる。
【０１０３】
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【表１４】

【０１０４】
　ＵＰＣＩは、ＴＰＣの命令でＴＤＭを用いて送信することができ、ＴＤＭは、スロット
内で実行される。これは、例えば、ＴＰＣの命令について、送信されることになり得るＵ
ＰＣＩのフィールドごとに、異なるＦ－ＤＰＣＨのスロットフォーマットを用いて実現す
ることができる。また、同じチャネル化コードを使用してＴＰＣおよびＵＰＣＩを保持す
ることができ、それによってＷＴＲＵにおける実施をさらに簡単にする。
【０１０５】
　表１４を参照すると、ＷＴＲＵは、ＴＰＣの命令を受信するためにＦ－ＤＰＣＨのスロ
ットフォーマット０、およびＵＰＣＩを受信するためにＦ－ＤＰＣＨのスロットフォーマ
ット１Ａを用いて構成されてもよい。したがって、ＷＴＲＵは、図１７に示すように、同
じスロット内でＴＤＭにおけるＴＰＣおよびＵＰＣＩの情報を受信する。
【０１０６】
　ＷＴＲＵは、ＴＰＣの命令を受信するためにＦ－ＤＰＣＨのスロットフォーマット０を
用いて構成されてもよく、ＵＰＣＩを受信するためにＦ－ＤＰＣＨのスロットフォーマッ
ト１Ａおよび２Ａを用いて構成されてもよい。したがって、図１８に示すように、ＷＴＲ
Ｕは、同じスロット内でＴＤＭにおけるＴＰＣおよびＵＰＣＩの情報を受信する。しかし
、図１７に示す例とは異なり、２つ以上のフィールドを使用してＵＰＣＩを保持する。Ｗ
ＴＲＵは、両フィールドから個々の部分的なＵＰＣＩを組み合わせて、最終的なＵＰＣＩ
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のインデックスを形成することができる。
【０１０７】
　同じスロット内で２つ以上の２ビットのＵＰＣＩが送信されるとき、Ｆ－ＤＰＣＨのフ
ォーマットの新しいセットは、適切なフィールドの長さのために特定することができる。
例えば、４ビットのＵＰＣＩが使用されるとき、新しいフォーマットは、以下の表１５に
示されるように定義することができる。
【０１０８】
【表１５】

【０１０９】
　表１５では、スロットフォーマット８Ａは、（その論理的な一部を除いて）ＵＰＣＩの
フィールドが、次のスロットに重なるという点で特別である。図１９は、ＵＰＣＩが隣接
したスロットに重なるＦ－ＤＰＣＨのスロットフォーマットを示す。
【０１１０】
　適宜、ＵＰＣＩは、全てのスロットで送信することができず、この場合、ＷＴＲＵは、
知られたＤＴＸの期間中にＵＰＣＩに関連しているフィールドを監視できない。
【０１１１】
　コードワードの情報を信号伝達されるビットシーケンスにマッピングするために使用で
きるいくつかの方法がある。以下の方法は、意の順序または組み合わせで使用することが
できる。
【０１１２】
　第１の方法では、実際のコードワードの情報は、ＵＰＣＩ上に保持される特定のビット
シーケンスにマッピングすることができる。第２の方法では、コードブックにおけるコー
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ドワードは、信号エラーの場合の大きい位相の変化を保護するように、特定のビットシー
ケンスにマッピングされる。例えば、グレイ符号化を用いたＦ－ＤＰＣＨの場合、ビット
の組み合わせ１１，００に対応するコードワードは、ビットの組み合わせ１０，０１に対
応するコードワードと全く同じより大きいプリコーダの位相差を有する。したがって、第
１の群におけるコードワードと第２の群におけるコードワードの間の位相差は、各群内よ
り小さい距離を有し得る。したがって、一実施形態では、１８０度異なるプリコーダの位
相は、ペアであり、反対（論理的に逆）であるビットシーケンスを有する割り当てられた
コードワードである。シーケンスのペアを特徴付ける等価なやり方は、最大のハミング距
離を有するビットシーケンスのペアが、１８０度異なるプリコーダ位相値を表すように使
用されることである。表１６は、１８０度の差異を有するプリコーダ位相値についての反
対のビットシーケンスを有するそのような一例のマッピングを示す。この例の位相コード
ブックのマッピングは、プリコーダの重みの間で可能な位相の一例を示す。すなわち、コ
ードワードの位相は、２つのアンテナシステムにおいて信号に加えられる２つのプリコー
ダの重みの間の所望の位相差を表す。意図した０度のコードワードの位相は、同じ位相値
を有する重みを意味し、一方、１８０度のコードワードの位相は、１８０度異なる位相を
有するプリコーディングの重みを意味する。
【０１１３】
【表１６】

【０１１４】
　信号伝達ビットは、任意の適切なコンステレーションを用いて変調することができる。
【０１１５】
　図２０Ａは、方法２０００の一実施形態の構成図である。ブロック２００２では、無線
送受信ユニット（ＷＴＲＵ）は、所望のプリコーダ位相値に対応する信号伝達ビットのシ
ーケンスを表すプリコーディングインジケータ信号を受信する。ブロック２００４では、
ＷＴＲＵは、信号伝達ビットのシーケンスを複数の所定の信号伝達ビットのシーケンスと
比較することによって所望のプリコーダ位相値を得る。上述のように、所定の信号伝達ビ
ットのシーケンスのペアは、互いに反対であり、最大の増分だけ異なるプリコーダ位相値
に対応するようにマッピングされ、これはしばしば１８０度に設定される。ブロック２０
０６では、ＷＴＲＵは、複数のアンテナを介して送信されるＷＴＲＵのアップリンク信号
のストリームに重み値のセットを適用し、重み値のセットは、所望のプリコーダ位相値に
等しい位相差を有する。プリコーディングインジケータ信号は、広帯域符号分割多重アク
セス方式のダウンリンク信号送信の部分チャネルで運ぶことができる。信号伝達ビットの
シーケンスは、長さが２つの情報ビットに相当し、これは、ＢＰＳＫ変調が使用される場
合、２つのデータビットとして表わすことができ、またはＱＰＳＫ変調が使用される場合
、４つのデータビットとして表わすことができる。プリコーディングインジケータ信号は
、信号伝達ビットのシーケンスの変調されたバージョンである。
【０１１６】
　一対の所定の信号伝達ビットのシーケンスおよび対応するプリコーダ位相値は、以下の
マッピング、すなわち、
　　　シーケンス００：位相０度、
　　　シーケンス１１：位相１８０度、
　　　シーケンス０１：位相９０度、
　　　シーケンス１０：位相２７０度
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に従う。
【０１１７】
　図２０Ｂに示される方法２０１０は、ブロック２０１２において、無線送受信ユニット
（ＷＴＲＵ）で、第１のプリコーダ位相値に対応する信号伝達ビットの第１のセットを表
す第１のプリコーディングインジケータ信号を受信することを示す。ブロック２０１４で
は、重み値の第１のセットを、複数のアンテナを介して送信されるＷＴＲＵのアップリン
ク信号のストリームに適用する。重み値の第１のセットは、第１のプリコーダ位相値に等
しい位相差を有する。ブロック２０１６では、第１のプリコーダ位相値とは１８０度異な
ると共に、信号伝達ビットの第１のセットの反対である信号伝達ビットの第２のセットに
対応する第２のプリコーダ位相値に対応する信号伝達ビットの第２のセットを表す第２の
プリコーディングインジケータ信号を受信する。ブロック２０１８では、ＷＴＲＵは、Ｗ
ＴＲＵのアップリンク信号のストリームに重み値の第２のセットを適用する。重み値の第
２のセットは、第２のプリコーダ位相値に等しい位相差を有する。
【０１１８】
　プリコーディングインジケータ信号は、広帯域符号分割多重アクセス方式のダウンリン
ク信号送信の部分チャネルで運ぶことができ、一実施形態では、信号ビットの第１のセッ
トおよび信号伝達ビットの第２のセット、ならびにそれぞれの対応する第１のプリコーダ
位相値および第２のプリコーダ位相値は、
シーケンス００、位相０度、およびシーケンス１１、位相１８０度；またはシーケンス０
１、位相９０度、およびシーケンス１０、位相２７０度のいずれかである。
【０１１９】
　無線送受信装置の一実施形態では、ＷＴＲＵは、プリコーディングインジケータ信号を
受信し、対応する信号伝達ビットのシーケンスを復元するように構成される受信機と、信
号伝達ビットのシーケンスを複数の所定の信号伝達ビットのシーケンスと比較することに
よって、所望のプリコーダ位相値を信号伝達ビットのシーケンスから得るように構成され
るコントロールチャネルのプロセッサ（ｃｏｎｔｒｏｌ　ｃｈａｎｎｅｌ　ｐｒｏｃｅｓ
ｓｏｒ）であって、所定の信号伝達ビットのシーケンスのペアは、互いに反対であり、１
８０度異なるプリコーダ位相値に対応するコントロールチャネルのプロセッサと、重み値
のセットをアップリンク信号のストリームに加えて、複数のアンテナを介して送信するよ
うに構成される送信機であって、重み値のセットは、所望のプリコーダ位相値に等しい位
相差を有する送信機とを備える。
【０１２０】
　この装置は、メモリデバイスをさらに備えてもよく、一対の所定の信号伝達ビットのシ
ーケンスおよび対応するプリコーダ位相値は、以下のマッピング、すなわち、
　　　シーケンス００：位相０度、
　　　シーケンス１１：位相１８０度、
　　　シーケンス０１：位相９０度、
　　　シーケンス１０：位相２７０度
に従って記憶される。
【０１２１】
　コントロールチャネルのプロセッサは、広帯域符号分割多重アクセス方式のダウンリン
ク信号送信の部分チャネルからプリコーディングインジケータ信号を復元するようにさら
に構成されてもよい。
【０１２２】
　別の実施形態では、無線基地局装置は、無線送信受信ユニットのプリコーディングの重
みの間の位相オフセットを表す所望のプリコーダの位相を決定するように構成されるプロ
セッサと、所望のプリコーダの位相を信号伝達ビットのシーケンスに変換するように構成
されるコントロールチャネルのプロセッサであって、信号伝達ビットのシーケンスは、所
定の信号伝達ビットのシーケンスのペアが、互いに反対であり、１８０度異なるプリコー
ダ位相値に対応する複数の所定の信号伝達ビットのシーケンスから選択されるコントロー
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ルチャネルのプロセッサと、信号伝達ビットのシーケンスに応じてプリコーディングイン
ジケータ信号を生成するように構成される送信機とを備える。
【０１２３】
　基地局は、メモリデバイスをさらに備えてもよく、一対の所定の信号伝達ビットのシー
ケンスおよび対応するプリコーダ位相値は、以下のマッピング、すなわち、
　　　シーケンス００：位相０度、
　　　シーケンス１１：位相１８０度、
　　　シーケンス０１：位相９０度、
　　　シーケンス１０：位相２７０度
に従って記憶される。
【０１２４】
　コントロールチャネルのプロセッサは、広帯域の符号分割多重アクセス方式のダウンリ
ンクの信号の部分チャネルを介して信号伝達ビットのシーケンスを送るようにさらに構成
されてもよい。
【０１２５】
　Ｅ－ＲＧＣＨまたはＥ－ＨＩＣＨの物理的なチャネルの構造は、アップリンク送信ダイ
バーシチＴＸＤ／ＭＩＭＯについてのダウンリンクの信号の情報を保持するように再利用
することができる。
【０１２６】
　Ｆ－ＰＣＩＣＨは、ＰＣＩの情報を運ぶＦ－ＤＰＣＨのようなチャネルである。以下で
は、便宜のために、１つのＰＣＩのシンボルは、プリコーディングのコードブック（ｐｒ
ｅ－ｃｏｄｉｎｇ　ｃｏｄｅｂｏｏｋ）内の特定のコードワードを示す２つのＰＣＩの情
報ビットである。また、１つのＦ－ＰＣＩＣＨのリソースは、１つのＱＰＳＫのシンボル
に対応しすなわち、全てのＦ－ＰＣＩＣＨのスロットは、１０個のＦ－ＰＣＩＣＨのリソ
ースを含む。
【０１２７】
　３つのスロットのＰＣＩの更新速度（２ｍｓ）（信号伝達間隔）、およびＰＣＩのコー
ドブックの４のサイズ（２ビット、または１つのＱＰＳＫのシンボル）については、以下
の方法を使用してＰＣＩの情報を送信することができる。
【０１２８】
　第１の方法では、信号伝達間隔ごとに１つのＰＣＩのシンボルが送信され、すなわち、
１つのＦ－ＰＣＩＣＨのリソースが送信され、そして他のスロットでＦ－ＰＣＩＣＨのリ
ソースがＤＴＸされる。例えば、３スロットの信号伝達の場合では、３スロットごとに、
ＰＣＩのシンボルが１つのスロットだけで送信され、他の２つのスロット上の対応するＦ
－ＰＣＩＣＨのリソースは、（そのＷＴＲＵについて）ＤＴＸされる。図２１は、信号伝
達間隔ごとに１つのＰＣＩのシンボルを送信し、ＤＴＸがサブフレーム（３つのスロット
）に入る方法を示す。この方法は、方法が最小の時間および符号空間リソース（ｃｏｄｅ
－ｓｐａｃｅ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ）を使用するので有利であり得る。ＤＴＸの期間は、Ｎ
ｏｄｅＢによってＰＣＩインジケータを他のＷＴＲＵに信号で送信するために使用できる
。
【０１２９】
　第２の方法では、Ｆ－ＰＣＩＣＨのリソースごとに１つのＰＣＩのシンボルが送信され
、信号伝達間隔（ここではＮ＝３）にわたってＰＣＩのシンボル繰り返しを伴う。図２２
Ａは、３つの隣接したＦ－ＰＣＩＣＨのスロットにわたるＦ－ＰＣＩＣＨのリソースが、
１つのＰＣＩのシンボルを送信するために使用される、ＰＣＩのシンボルを送信する方法
を示す。第２の方法は、同じレベルの信頼性を実現するために、第１の方法よりも少ない
ピーク電力を必要とし得る。
【０１３０】
　第３の方法では、Ｆ－ＰＣＩＣＨのリソースごとに１つのＰＣＩのシンボルが送信され
、同じＦ－ＰＣＩＣＨのスロット内で今度はＮ個（本明細書では、Ｎ＝３）の隣接したＦ
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のリソースごとに１つのＰＣＩのシンボルが、送信され、ＰＣＩ繰り返しを伴う、ＰＣＩ
を送信する方法を示す。この方法は、全ての信号エネルギーがたった１つのスロットの間
隔に集中されるので、より少ない待ち時間を必要とし得る。
【０１３１】
　適宜、図２２Ａおよび図２２Ｂの単純なり返し方式についてのダウンリンクのＰＣＩ送
信の信頼性は、コンステレーション再マッピングを送信されるシンボルに加えることによ
って改善され得る。これは、３つのＦ－ＰＣＩＣＨのリソースにわたって同じＰＣＩのコ
ードワードを送信するごとに、異なるＱＰＳＫのコンステレーションを加えることによっ
て実現することができる。したがって、コンステレーションマッピングは、３つの送信後
、最小のユークリッド距離が４ａであるように設計されてもよい。
【０１３２】
　コンステレーション再マッピングを説明するために、４つのＰＣＩのコードワードは、
Ｐ０、Ｐ１、Ｐ２およびＰ３と名付けられる。表１７に、これらのコードワードについて
のビットシーケンスおよびＱＰＳＫのシンボルのマッピングの一例が示される。図２３は
、ＱＰＳＫのコンステレーション再マッピングを用いた１つの可能なコンステレーション
マッピングのＰＣＩ送信を示す。図２３中のパラメータｂは、コンステレーションのバー
ジョンのインデックス（ｃｏｎｓｔｅｌｌａｔｉｏｎ　ｖｅｒｓｉｏｎ　ｉｎｄｅｘ）を
表し、コードワードＰ０、Ｐ１、Ｐ２およびＰ３のＱＰＳＫのシンボルへのマッピングの
潜在的な１セットのルールが、ａ＝１について、表１８に示される。表１９に示すコンス
テレーションマッピングは、最小のユークリッド距離が４ａであるというコンステレーシ
ョンマッピングのルールを満たす。
【０１３３】
　図２４は、コンステレーション再マッピングの無いある可能なコンステレーションマッ
ピングのＰＣＩ送信を示す。図２５は、再マッピングない場合および再マッピングがある
場合のＰＣＩエラー率（またはシンボルエラー率）の観点での性能比較を示す。約１ｄＢ
のゲインが、ＰＣＩエラー率１０－２の関心の点で実現される。このゲインは、３つの送
信の後のファクタによるものであり、最小のユークリッド距離は、
【０１３４】
【数１】

【０１３５】
から増加し、ただし、４ａまでの単純な繰り返し、コンステレーション再マッピングを伴
う。
【０１３６】

【表１７】

【０１３７】
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【表１８】

【０１３８】
【表１９】

【０１３９】
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　したがって、図２１および図２２に示す方法に基づいた繰り返しに対応するＰＣＩ送信
の２つの改善された方法が、それぞれ図２６および図２７に示される。
【０１４０】
　図２６は、コンステレーション再マッピングを伴う３つの異なるスロットにわたるＰＣ
Ｉ送信を示す。図２６に示す第１の方法では、ＰＣＩのシンボル繰り返しが信号伝達間隔
（本例ではＮ＝３）にわたっている状態で、Ｆ－ＰＣＩＣＨのリソースごとに１つのＰＣ
Ｉのシンボルが送信される。コンステレーションのインデックスは、周期的な繰り返しを
伴う送信ごとに変化する。この方法によれば、信号のパワーは、３つのスロットにわたっ
て広がり、提案したコンステレーション再マッピングによる同じ信号の受信品質のために
最小にもされている。
【０１４１】
　図２７は、コンステレーション再マッピングを伴う１つのスロット内のＰＣＩ送信を示
す。図２７に示す第２の方法では、Ｆ－ＰＣＩＣＨのリソースごとに１つのＰＣＩのシン
ボルが送信され、ＰＣＩの繰り返しは、同じＦ－ＰＣＩＣＨのスロット内のＮ個の（例え
ば、Ｎ＝３）隣接したＦ－ＰＣＩＣＨのリソースにわたり、ここでコンステレーションの
インデックスは、全てのシンボルで周期的な繰り返しを伴って変化する。図２７に示すよ
うに、１つのＰＣＩのシンボルは、ここでは、３つのＦ－ＰＣＩＣＨのリソースをとる。
この手法の利点の１つは、ＰＣＩの送信に関連している待ち時間が、その送信のために１
つのスロットしか必要とされないので、減少することである。さらに、提案したコンステ
レーション再マッピング手法を適用することによって、より少ない量の電力が、同じ信頼
性を実現するために必要とされる。
【０１４２】
　単純な繰り返しを伴う上記の方法、またはコンステレーション再マッピングを用いる方
法を用いる柔軟性をＮｏｄｅＢに与えるために、新しいＲＲＣメッセージは、ＷＴＲＵが
、Ｆ－ＰＣＩＣＨでのＰＣＩ送信のためにコンステレーション再マッピングを用いること
を可能／不可能にするために使用することができる。
【０１４３】
　ＷＴＲＵは、コンステレーション再マッピングが適用されるときに、ＰＣＩを受信およ
びデコードするための方法を使用することができる。
【０１４４】
　ＷＴＲＵは、定められたタイミングに従って第１のコンステレーションのバージョンｂ
＝０を有する新しいＰＣＩの情報を受信し始めてもよい。ＷＴＲＵは、３つ全ての異なる
コンステレーションのバージョンを有するＰＣＩの情報が、ＷＴＲＵで受信されるまで、
ＰＣＩの情報をデコードしない。ＷＴＲＵは、３つの異なるコンステレーションのバージ
ョンを有する受信したＰＣＩの情報に基づいて結合検出を行うことになる。送信したＰＣ
Ｉを検出した後、ＷＴＲＵは、検出したＰＣＩによって示されるプリコーディングの重み
を適用することができる。
【０１４５】
　異なる目的に役立つが、Ｅ－ＲＧＣＨおよびＥ－ＨＩＣＨは、スロット内の４０ビット
にエンコードされる直交シグネチャシーケンスのセットに基づいて同じチャネル構造を共
有してもよく、ここで、シンボルαは、Ｅ－ＲＡＣＨにそれぞれ「ＵＰ」、「ＤＯＷＮ」
、「ＨＯＬＤ」を要求するための－１、０または＋１の値、または
　　ｂｉ，ｊ＝αＣｓｓ，４０，ｍ（ｉ）ｊ，ｊ＝０，１，．．．，３９
として表わされ得るＥ－ＨＩＣＨにそれぞれ「ＡＣＫ」および「ＮＡＣＫ」を要求するた
めの＋１およびー１の値をとってもよい。
【０１４６】
　スロットのインデックスｉに応じて、シグニチャホッピングパターン（ｓｉｇｎａｔｕ
ｒｅ　ｈｏｐｐｉｎｇ　ｐａｔｔｅｒｎ）ｍ（ｉ）は、表２０によって決定することがで
き、ただし、シーケンスのインデックスｌが、ネットワークによって構成される。
【０１４７】
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【表２０】

【０１４８】
　次いで、２ｍｓ高速アップリンクパケットアクセス（ＨＳＵＰＡ）の構成については、
シンボルαによって表わされる１ビットの情報が、シグニチャホッピングパターンに従っ
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て異なるシグネチャシーケンスを用いて３つ連続した時間スロットにわたって送信されて
もよい。
【０１４９】
　アップリンクＴＸＤ／ＭＩＭＯのためにより多くの信号伝達ビットを送るために、スロ
ットベースのシンボルの送信が使用されてもよく、すなわち、スロットにおける出力ビッ
トは、
　　ｂｉ，ｊ＝α（ｉ）Ｃｓｓ，４０，ｍ（ｉ），ｊ，ｊ＝０，１，…，３９
によって送信され得る。
【０１５０】
　異なるシンボルが、各スロットに送信されてもよく、これによって伝送速度を３ビット
／サブフレームまで修正する。
【０１５１】
　Ｅ－ＲＧＣＨ／Ｅ－ＨＩＣＨについてのこれらの３ビットは、アップリンクＭＩＭＯの
動作を支援するための追加の情報、例えば、一次のストリームに対する二次のストリーム
の相対的な信号の品質を明示する表のインデックス（例えば、ＭＩＭＯランク情報または
ΔＳＩＲ）などを信号伝達するために使用することができる。
【０１５２】
　または、これの３つのビットは、ネットワークによって与えられるプリコーディングの
重みの情報を信号伝達するための使用することができ、これによってプリコーディングの
重みの８つのセットのインデックスをＷＴＲＵに送ることができる。
【０１５３】
　４つだけのプリコーディングの重みが信号で送られる場合、（３，２）レートのエンコ
ーディング方式が、送信の信頼性を改善するために導入されてもよい。例えば、表２１は
、（３，２）エンコーディングの一例を示す。
【０１５４】
【表２１】

【０１５５】
　上記の表は、２の最小コーディング距離を有し、これは典型にすぎない。他のコードブ
ックが、同様またはより良いコーディング距離性能を有数するように設計されてもよい。
【０１５６】
　Ｅ－ＲＧＣＨ／Ｅ－ＨＩＣＨによって使用される同じチャネル化コードは、提案した信
号伝達のために共有されてもよい。しかし、その本来の目的から区別するために、異なる
シグニチャホッピングパターンは、ネットワークによって割り当てられてもよく、すなわ
ち、表２０に規定されるような新しいシーケンスのインデックスｌが、ネットワークによ
って設定されてもよい。適宜、新しい物理的なチャネルで始めることができる異なるチャ
ネル化コードが、適用されてもよい。
【０１５７】
　あるいは、より多くの信号伝達ビットをアップリンクＴＸＤ／ＭＩＭＯに送るために、
四位相偏移変調（ＱＰＳＫ）の変調が、Ｅ－ＲＧＣＨ／Ｅ－ＨＩＣＨのシンボαに適用さ
れてもよい。例えば、αは、４つの複素数をとってもよい。
　　α＝｛１＋ｊ，１－ｊ，－１＋ｊ，－１－ｊ｝
【０１５８】
　結果として、Ｅ－ＲＧＣＨ／ＨＩＣＨの能力は、４ビット／サブフレームまで拡張する
ことができ、それによって４つの重みのプリコーディングのコードブックが信号で送られ
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ることを可能にする。
【０１５９】
　第１の解決策および第２の解決策が、組み合わされて適用されてもよく、それによって
６ビット／サブフレームのＥ－ＲＧＣＨ／ＨＩＣＨデータ速度を提供することができる。
これらの６ビットは、全ての目的を同時に果たすために使用されてもよく、同じサブフレ
ーム内で相対的サービス提供許可（ｒｅｌａｔｉｖｅ　ｓｅｒｖｉｎｇ　ｇｒａｎｔ）を
示す信号伝達をＷＴＲＵに与えることと、プリコーディングの重みを示す信号伝達を与え
ることと、二次のストリームの相対的な信号の品質またはＭＩＭＯランク情報を示す信号
伝達を与えることを含む。
【０１６０】
　例えば、１ビットがアイテム１に割り当てられ、２ビットがアイテム２に割り当てられ
、３ビットがアイテム３に割り当てられてもよい。
【０１６１】
　より多くのビットが、Ｅ－ＲＧＣＨ／Ｅ－ＨＩＣＨ内で送信される場合、より多くの送
信電力が、クオリティオブサービス（ＱｏＳ）を維持するために使用されてもよい。
【０１６２】
　第３の解決策では、Ｅ－ＲＧＣＨ／ＨＩＣＨのフレーム構造がそのままで適用される。
Ｅ－ＲＧＣＨによって送られる「ＵＰ」、「ＨＯＬＤ」および「ＤＯＷＮ」の命令は、所
定の順序でプリコーディングの重みの表のエントリ（ｅｎｔｒｙ）の間で前後にステップ
するために使用されてもよい。差分コードブックの信号伝達は、Ｅ－ＲＧＣＨによって供
給される信号伝達によって実行されてもよい。
【０１６３】
　加えて、信号伝達は、一次のストリームに対する二次のストリームの相対的な信号の品
質（例えば、ＭＩＭＯランク情報またはΔＳＩＲ）の増分更新に与えられてもよい。特に
、Ｅ－ＲＧＣＨによって送られる「ＵＰ」、「ＨＯＬＤ」および「ＤＯＷＮ」の命令は、
２つのＭＩＭＯのストリームの電力またはＳＩＲの差を表す表のエントリ（ｅｎｔｒｙ）
の間で上下にステップするために使用されてもよい。適宜、信号の品質は、受信したＥ－
ＲＧＣＨの命令に従って、一定の上下のステップの大きさで直接修正することによって更
新することができる。
【０１６４】
　あるいは、直交シーケンスを使用して、各シーケンスをコードブック内のプリコーディ
ングの重みに１対１でマッピングすることによって、プリコーディングの重みの情報を信
号伝達してもよい。これらのシーケンスは、Ｅ－ＲＧＣＨおよびＥ－ＨＩＣＨのシグネチ
ャのシーケンスのサブセット、または新しいシーケンスのセットであり得る。４つのコー
ドワードのコードブックが使用されると仮定すると、４つのシグネチャのシーケンスを４
つのコードワードを信号伝達するために予約することができる。一実施形態は、１つのＥ
－ＨＩＣＨ／Ｅ－ＧＲＣＨのチャネル化コードが与えられる複数のシグネチャのシーケン
ス（ハイブリッドＡＲＱの確認インジケータおよび相対的許可のためのシグネチャのシー
ケンス外の、もう１つの重みの情報のためのシグネチャのシーケンス）を信号伝達するこ
とができ、これによって、複数のＷＴＲＵを支援することができ、例えば、それは、計４
０個のＥ－ＲＧＣＨ／Ｅ－ＨＩＣＨのシグネチャのシーケンスが与えられる１つのチャネ
ル化コード内で６つまでのＭＩＭＯ／ＣＬＴＤ　ＷＴＲＵを支援することができる。ある
いは、別のＥ－ＲＧＣＨ／Ｅ－ＨＩＣＨチャネル化コードが、予約され、ＵＰＣＩ送信に
使用され、それによって旧来のＥ－ＲＧＣＨ／Ｅ－ＨＩＣＨが、ＷＴＲＵのアーキテクチ
ャのコストおよび処理パワーで損なわれず、４０個のＥ－ＲＧＣＨ／Ｅ－ＨＩＣＨのシグ
ネチャのシーケンスを再利用することによって１０個のＭＩＭＯ／ＣＬＴＤ　ＷＴＲＵま
で支援することができる。
【０１６５】
　ＤＬ信号伝達は、絶対的許可チャネル（Ｅ－ＡＧＣＨ）によって送ることもできる。
【０１６６】
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　別個のＥ－ＲＮＴＩが、ＵＬ－ＭＩＭＯ可能なＷＴＲＵに割り当てられてもよい。次い
で、Ｅ－ＲＮＴＩ特有の巡回冗長検査（ＣＲＣ）が、その従来の使用と区別するためにＥ
－ＡＧＣＨメッセージに取り付けられてもよい。Ｅ－ＡＧＣＨによって保持される情報の
６ビットが、アップリンクＴＸＤ／ＭＩＭＯの様々な信号状態を示すように適用されても
よく、これには、第２のストリームについてのサービス提供許可を示すための信号伝達の
提供、選択されたまたは好ましいプリコーディングの重みを示すための信号伝達の提供、
二次のＭＩＭＯストリームの相対的な信号の品質の情報を初期化するための信号伝達の提
供を含み、動的更新は、Ｅ－ＲＧＣＨにより増加手段によって行うことができる。
【０１６７】
　別の実施形態では、絶対的許可の範囲のビットｘａｇｓ，ｌは、アップリンクＭＩＭＯ
で構成されるＷＴＲＵについて以下の仕様を具体的に有するように再定義されてもよい。
【０１６８】
　表２２は、Ｅ－ＡＧＣＨの異なる使用を示すためにｘａｇｓ，ｌを使用する。
【０１６９】

【表２２】

【０１７０】
　別の実施形態では、同じＥ－ＲＮＴＩが、Ｅ－ＡＧＣＨに使用されてもよいが、異なる
タイプのＥ－ＡＧＣＨが、異なるサブフレームでＴＤＭを用いて送られてもよい。例えば
、偶数または奇数のサブフレームで送られるＥ－ＡＧＣＨは、表２３に示すように異なる
信号伝達を行うことができる。
【０１７１】
【表２３】

【０１７２】
　または、２つのＥ－ＡＧＣＨが、連続したサブフレームに送られてもよく、第２のもの
が、アップリンクＴＸＤ／ＭＩＭＯによって追加の信号伝達に使用されてもよい。
【０１７３】
　別の実施形態では、２つのＥ－ＡＧＣＨが、２つのチャネル化コードによって、符号分
割多重化ＣＤＭを用いて同時に送られてもよい。
【０１７４】
　ＤＬ信号伝達は、ＨＳ－ＳＣＣＨまたはＨＳ－ＳＣＣＨのオーダーを介して行うことも
できる。
【０１７５】
　重みの情報は、ＵＬ－ＭＩＭＯ可能なＷＴＲＵに割り当てられる別個のＨ－ＲＮＴＩに
よってＨＳ－ＳＣＣＨを介して信号伝達されてもよい。例えば、特定のＨＳ－ＳＣＣＨが
、ＵＬ　ＭＩＭＯの制御情報のためであることを暗黙的に示すためにＨ－ＲＮＴＩを用い
ることである。Ｈ－ＲＮＴＩ特有の巡回冗長検査（ＣＲＣ）が、その従来の使用から区別
するためにＭＩＭＯ／ＣＬＴＤ情報を運ぶＨＳ－ＳＣＣＨメッセージに付加される。ＨＳ
－ＳＣＣＨによって運ばれる情報は、再解釈され、またはアップリンクＭＩＭＯ／ＣＬＴ
Ｄのための様々な信号伝達を実行するように適用されてもよく、これには、第２のストリ



(37) JP 2014-507847 A 2014.3.27

10

20

30

40

50

ームについてのサービス提供許可を示すための信号伝達の提供、選択されたまたは好まし
いプリコーディングの重みを示すための信号伝達の提供、および二次のＭＩＭＯストリー
ムの相対的な信号の品質の情報を初期化するための信号伝達の提供を含み、動的更新は、
Ｅ－ＲＧＣＨにより増加手段によって行うことができる。
【０１７６】
　あるいは、重みの情報は、ＨＳ－ＳＣＣＨのオーダーによって信号伝達することができ
る。
【０１７７】
　次のＴＴＩでのＥ－ＤＣＨ送信については、ＮｏｄｅＢは、一次のストリームについて
のＡＧおよび二次のストリームについてのＡＧを含むランク２の送信についてのＡＧ、な
らびにランク１の送信についてのＡＧを含む２つの異なるタイプの絶対的許可（ＡＧ）を
同時にＷＴＲＵに信号伝達することができる。
【０１７８】
　これら２つの異なるタイプの絶対的許可は、以下のやり方のいずれか１つまたは組み合
わせで信号伝達することができる。
【０１７９】
　ＡＧは、Ｅ－ＲＮＴＩ特有のＣＲＣ、およびチャネルコーディングを取り付ける前に、
ランク１の送信についてのＡＧと共にランク２の送信について多重化することができ、す
なわち、単一のＥ－ＡＧＣＨが、ＷＴＲＵのために生成される。
【０１８０】
　あるいは、ＡＧは、Ｅ－ＲＮＴＩ特有のＣＲＣ、およびチャネルコーディングに取り付
ける前にランク２の送信について多重化することができ、Ｅ－ＡＧＣＨチャネルが、ラン
ク２の送信ＡＧについて生成できる。次いで、ランク２の送信に使用されるＥ－ＲＮＴＩ
とは異なるＥ－ＲＮＴＩが使用されるランク１の送信ＡＧを運ぶ第２のＥ－ＡＧＣＨを生
成することができる。
【０１８１】
　あるいは、ランク２の送信についてのＡＧおよびランク１の送信についてのＡＧが、上
層によって構成されるパターンで時分割多重化を用いて送信することができる。例えば、
ＮｏｄｅＢは、Ｍ個のサブフレームの全ての期間でＮランク２　ＡＧを送ることができる
と共に、残りの時間でランク１　ＡＧを送ることができる。
【０１８２】
　ＵＬ　ＭＩＭＯ可能なＷＴＲＵおよび旧来の／非ＵＬ　ＭＩＭＯ可能なＷＴＲＵが共存
するセルでは、旧来のＷＴＲＵのＥ－ＨＩＣＨ／Ｅ－ＲＧＣＨチャネルへの影響を最小に
するために、ＭＩＭＯ可能なＷＴＲＵについては、既存のＥ－ＨＩＣＨ／Ｅ－ＲＧＣＨの
チャネル構造は、一次のストリームについての相対的許可および／またはＡＣＫ／ＮＡＣ
Ｋを送信するために使用することができる。二次のストリームについては、新しいまたは
第２のＥ－ＲＧＣＨ／ＨＩＣＨのチャネルが、４０ビットのシグネチャのシーケンスが再
利用できるように旧来のＥ－ＨＩＣＨ／Ｅ－ＲＧＣＨチャネルによって使用されるものと
直交するＳＦ１２８チャネル化コードを用いて構築することができる。
【０１８３】
　ＷＴＲＵがソフトハンドオーバー（ＳＨＯ：ｓｏｆｔ　ｈａｎｄｏｖｅｒ）にあるとき
は、ＷＴＲＵで使用される重みが、ＤＰＣＣＨがプリコーディングされない場合、データ
復調のために非送信セルに信号伝達することができる。また、非送信セルが重みの選択を
やはり伴う場合、他の制御情報が、重みの生成のために非送信セルに信号伝達されてもよ
い。そのような様々な信号伝達方法が、ＷＴＲＵがＳＨＯであるときのＵＬ　ＭＩＭＯ／
ＣＬＴＤについて以下により詳細に説明される。
【０１８４】
　重みの情報は、ＷＴＲＵがＳＨＯであるときに、ＵＬでＷＴＲＵからＮｏｄｅＢへ選択
され、信号伝達されてもよい。
【０１８５】
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　ＨＳ－ＤＰＣＣＨが、働いているＮｏｄｅＢでデコードされる場合、ＷＴＲＵは、プリ
コーディングをＨＳ－ＤＰＣＣＨに適用する場合に働いているＮｏｄｅＢで強調すること
によって重みを選択することができる。一例は、プリコーディングの重みの２つのセット
を使用することができ、プリコーディングの重みの一方のセットは、働いているＮｏｄｅ
Ｂで強調することによってＨＳ－ＤＰＣＣＨについて選択され、プリコーディングの重み
の他のセットは、働いているＮｏｄｅＢで強調できても、できなくてもＨＳ－ＤＰＣＣＨ
よりも他のプリコーディングされたＵＬチャネルについて選択される。
【０１８６】
　ＨＳ－ＤＰＣＣＨの信頼性性能は、ＤＬ性能に悪影響を及ぼす可能性があり、ＰＷＩお
よび／またはＡＷＩのエラーが生じる場合、プリコーディングの重みは、ＨＳ－ＤＰＣＣ
Ｈに適用することができない。ＨＳ－ＤＰＣＣＨが、プリコーディングされず、他のプリ
コーディングされたチャネルから異なる伝播チャネルを受けているときはいつでも、パワ
ーオフセットが、送信ダイバーシチのゲインを補償するようにＨＳ－ＤＰＣＣＨのために
加えられてもよい。
【０１８７】
　働いていないＮｏｄｅＢは、データ復調のためにＷＴＲＵによって使用される第２のＤ
ＰＣＣＨの重みおよびパワーオフセットに関して信号伝達されてもよい。ＷＴＲＵは、第
２のＤＰＣＣＨの重みおよび／またはパワーオフセットをＭＡＣヘッダに加えるなど半静
的なやり方でパワーオフセットを信号伝達してもよく、または適宜、その場合に提案した
Ｌ１信号伝達のいずれかによってこれらの情報を送り、そのときＷＴＲＵはＳＨＯにない
。
【０１８８】
　ＵＬの出力制御の信号は、ＲＮＣによって設定された目標のＳＩＲとＮｏｄｅＢでの測
定されたＳＩＲを比較することによって生成することができる。測定されたＳＩＲは、Ｕ
Ｌ　ＤＰＣＣＨのパイロットに基づいていることができる。
【０１８９】
　あるいは、有効なチャネルの状態の情報が、適用されてもよく（すなわち、Ｈｅｆｆ＝
Ｈｗ）、これは、ＳＩＲを測定するためにＷＴＲＵで使用されるアンテナの重みｗを説明
する。ＷＴＲＵで使用されるアンテナの重みを決定するために、ＮｏｄｅＢは、プリコー
ディングされないＤＰＣＣＨに基づいて、送信セルによって生成される好ましい重みを評
価されたＳＩＲに適用することができる。これは、ＷＴＲＵが好ましい重みを使用中であ
ることを前提とし得る。あるいは、ＮｏｄｅＢは、重みの情報、例えば、ＷＴＲＵによっ
て決定されるＵＬの制御チャネルで運ばれるＵＰＣＩを受信および適用してもよい。また
は、ＷＴＲＵは、ＡＷＩを生成および使用することができる。別の代替例は、プリコーデ
ィングされないＤＰＣＣＨに基づいてＳＩＲの評価を行い、一方、ＲＮＣが送信ダイバー
シチのゲインによりある量だけＯＬＰＣによって決定された目標のＳＩＲを補償すること
を含んでもよい。
【０１９０】
　特定の組み合わせで特徴および要素を上述したが、当業者は、各特徴または要素は、単
独で、または他の特徴および要素との任意の組み合わせで使用できることが理解されよう
。加えて、本明細書に記載される方法は、コンピュータまたはプロセッサによる実行のた
めのコンピュータ可読媒体に組み込まれたコンピュータプログラム、ソフトウェア、また
はファームウェアで実施することができる。コンピュータ可読媒体の例には、（有線また
は無線の接続によって送信される）電子信号、およびコンピュータ可読記憶媒体が含まれ
る。コンピュータ可読記憶媒体の例には、リードオンリーメモリ（ＲＯＭ）、ランダムア
クセスメモリ（ＲＡＭ）、レジスタ、キャッシュメモリ、半導体メモリデバイス、内蔵ハ
ードディスクおよびリムーバブルディスクなどの磁気媒体、光磁気媒体、ならびにＣＤ－
ＲＯＭディスクおよびＤＶＤ（ｄｉｇｉｔａｌ　ｖｅｒｓａｔｉｌｅ　ｄｉｓｋ）などの
光媒体が含まれるが、それらに限定されない。ソフトウェアに関連したプロセッサは、Ｗ
ＴＲＵ、ＵＥ、端末、基地局、ＲＮＣ、または任意のホストコンピュータに用いるための
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